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天然タラシの後輩くんは、スイーツ好きＯＬを甘々に溺愛する
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　朝から騒がしい声がする。

　時刻は９時半。まだ今日の仕事は始まったばかりだというのにデスクに着席せず、人のデスク周りでおしゃべりを続ける。それが遠い場所だったのならまだマシだが、すぐ隣のデスクで繰り広げられているのだからそろそろ限界だ。

　宮みや下した梨り佳かは、黙って仕事をしていたが９時前からずっとこの調子なのでいいかげん注意をしなければと顔を上げた。笑顔を作ろうと心がけるが、きっと引きつっている。

「ちょっと、そろそろ仕事してね」

「……」

　一気に静まり返り梨佳に複数の視線が突き刺さる。

「すみません、宮下さん」

　一番初めに口をひらいたのは、集団の真ん中の、張本人だった。

　女の子に囲まれた真ん中にいるのは白しろ崎さき湊みな斗と。手の中にはお菓子がたくさん乗せられていた。きっと周りの女の人にもらったんだろう。休憩時間でもないのに、朝から何をやっているんだろうとイライラする。湊斗が座席に座ると、さすがに女の子たちも自分の席へと戻っていった。まだ納得していない顔をしていたり、梨佳を軽く睨んだりしているが今は就業時間だ。何も悪いことはしていない。

「うるさかったですよね、すみません」

　湊斗が再び梨佳に向かって謝るが、梨佳の怒りは収まっていなかったので顔を見ることができなかった。

「……白崎くん、仕事してね」

「はい」

　素直に謝り、うなずくこの子は調子がいい。

　彼は入社１年ちょっとの後輩で、梨佳の部署、広報部に久しぶりに入った新人だった。梨佳にとっては初めての後輩となり、教育係になったはいいがどんな子なのだろうと不安だった。いつもにこにこしているから最初の印象は「いい子そう」だったが、一緒に仕事をしていくうちに見方は変わっていった。にこにこしているからか他部署の女の子までも寄ってくるし、でもそれを受け入れている様子だし、調子よく女の子を喜ばせるようなことを言っているのを何度か聞いた。

　それから印象は悪くなる一方だった。

　にこにこして穏やかに見えるようで、調子がいい。それに、隣の席だからわかったことがある。甘い匂いをさせてくることが多いのだ。男性からは普通しない甘い匂いだから女の子の香水なのだろうか。こんな見るからに草食男子といった男の子なのにどういう裏があるんだろうと勘ぐってしまう。

「あの、みなさんが差し入れをくれたんですけど、宮下さんもどうですか？」

　湊斗はデスクに山積みになっているお菓子のひとつを梨佳に差し出してくる。

　ごくりと喉が鳴った。

「い、いらない」

　まだ９時半。お腹が減っているわけではない。でも動揺してしまった。湊斗のデスクに山積みのお菓子をチラチラと見ていたことがバレてしまったんじゃないかと焦った。

「どうかしましたか？」

「なんでもないっ」

　視線をパソコンに戻し、仕事を再開する。

　甘さを想像した口の中は、甘さ控えめのコーヒーで誤魔化した。

　湊斗のせいで梨佳は仕事をしながらも頭の中は違うものに支配されていった。

　ああだめだ。今日はまだ月曜日だというのに。

　一週間は始まったばかりで、これから５日がんばらないといけないのにすでに挫けている自分がいた。隣のデスクを見ないようにしたくても、目に入ってくるお菓子の山。このままでは集中できない。梨佳は一度席を立ち洗面所に慌てて向かう。鏡を見ながら二度深呼吸をした。そして決意する。

今日、ケーキ食べよう。

　残業を少しだけしたがいつもよりも早めに切り上げた。目的があれば仕事というのは案外はやく片付くものだ。梨佳は会社を出た瞬間から走り出したい衝動に駆られたが、ヒールで走ると足が痛いし目立つから我慢することにした。

　会社の最寄り駅からひとつ目の駅で降りて、目的地へと急ぐ。閉店時間まではまだ余裕があるが、心が急いているのだ。駅から歩いて１５分ほどで、目的地へと到着した。

　お店の名前は「ブランシュ」。

個人経営らしく、小さいけれどこだわりが詰まったお店で、カフェなのに残業しても間に合うほど夜遅くまでやっている。初めておとずれた時はとにかく甘いもの、特においしいケーキが食べたくてインターネットで探して、会社近くの駅にあり、夜遅くまでやっていることで選んだだけだった。でも一度食べたらケーキの味に惚れこんでしまった。

甘くて、でも甘すぎないケーキはどれを頼んでも間違いなくおいしい。いつからか、仕事で疲れた時やイライラが募った時にはこの店にケーキを食べに来るようになっていた。家からは遠いけれど職場から近いのが重宝している。

　今日はなにを食べよう。お店に入った瞬間に甘いかおりがふわっと鼻腔をくすぐる。一瞬で、仕事のイライラを忘れられるのだ。

「こちら新作です」

　見開きのメニューを見て何を食べようか考えていたら、一人しかいない店員さんが水と一緒に差し出してきたものは別のメニュー表だった。どうやらケーキの新作らしい。けれど新作がショートケーキとなっていた。ショートケーキといえば定番のものだし、このお店で食べたこともある。いつものメニューを見ると通常のショートケーキもあるみたいだから、種類が増えたということだろうか。それはとても気になる。新作という言葉にも弱い梨佳は、さっそく注文することにした。

　しばらくして運ばれてきたケーキは真っ白くて丸いフォルムだった。ショートケーキと言われれば色合い的には納得がいく。スライスされたいちごが顔をのぞかせて生クリームの真っ白さを際立たせていた。空腹状態のお腹がきゅうと鳴る。梨佳は小さめのフォークでさっそくショートケーキを一口サイズに切り取った。お皿に落ちたクリームと一緒にスポンジをすくい上げて口に入れる。入れた瞬間にいちごの甘酸っぱく瑞々しい香りが鼻先を掠めた。

　口の中に広がるのは、ただのショートケーキの味ではなかった。

　ふわふわと夢のように舌ざわりがよく、クリームはほどよく舌でとろけ、まるで雪のようだ。残るのはやわらかな甘さといちごの酸味。もう一度じっくり味わいたくて食べ進めていくうちに、すぐになくなってしまった。物足りない、もっと食べたい。とは思うけれどさすがにふたつは自分の身体に対しての罪悪感が募る。特別ダイエットをしているというわけではないが、夜の甘いものは危険だ。梨佳は欲望を押し込み、残っていた紅茶を飲んで一息ついてしあわせな心持ちで店を出た。

　外はもう暗い。明日もまた早いが、これでまたがんばれる。溜まっているあの仕事と、新しいプロジェクトと――店に出た途端、梨佳の頭の中は仕事のことでいっぱいになった。

　梨佳は、甘いものが好きだ。

　普通のごはんを食べるよりも、甘いものを食べたいくらい、好きだった。だから今の会社、製菓会社に就職をしたし、自分の舌を生かせるとも思った。けれど入社して４年。いつの間にか後輩が増え、中堅という立場になり責任のある仕事も増えていった。そのなかで、今日のように後輩には厳しい口調で咎めることもある。いや、咎めることが多い。かわいがってくれていた先輩方は退職し、後輩ばかりが増える。すると梨佳は必然的にお局とまではいかないが、注意する役目をこなしているうちに敬遠される存在となってしまっていた。不本意ではあるが、仕方ない。後輩が増えると先輩として指導していかなければいけないこともある。ただ、ひとつだけどうしても納得できないことがあった。

　それは、職場で甘いものを食べられないこと。

　もちろん仕事柄自社商品を試食することはある。それは別だ。そうではなくて、自分で買ってきて自席で食べるおやつのことだ。甘いもの好きの至福の時間。しかしそれはある同僚の一言で打ち破られた。

「宮下とお菓子って似合わないよな」

　思い出すだけで腹の底から熱いものが込み上げてくる。

　しあわせそうにシュークリームを頬張っている時に言われた一言だから、邪魔をされたし、余計に腹が立った。その出来事から梨佳は、職場では必要以上のお菓子を食べることはなくなった。そうなるとイライラすることが増え、困った後輩に厳しくすることも申し訳ないと思いながらも増えてしまって悪循環だった。そこで見つけたのがあの「ブランシュ」だ。あのお店があるから梨佳は多少のことは我慢できるし、物言いもやさしくできるようになってきていた。

　けれど現れた彼の存在によって、ケーキに頼る機会は増える一方だ。

　白崎湊斗。

　色素の薄いふわりとした髪の毛と、少したれたやさしい目。物腰がやわらかく女の人を素直にまっすぐ褒められるような男だった。こうやって並べてみるとなんていい男じゃないかと思うが、なにか裏があるようで気に入らない。仕事中に女に囲まれて笑っていられるのも気に食わない。あの後輩は、どうにかしなければ。

　梨佳は結局ケーキのおいしさなど忘れ、仕事と白崎湊斗のことで独占されていた。







「おはようござ……」

　出社するとさっそく黄色い声が耳に響く。朝からげんなりする声だった。湊斗は、朝から女の子に囲まれていた。自席ではなく、打ち合わせスペースで囲まれているだけマシだった。手にはマグカップがあるのでコーヒーかなにかを入れようとしていたところ、掴まったのだろう。朝早く来ているのは優秀だが、朝から騒がしくては評価も落ちるだろうに。梨佳は自席に座り、鞄を足元に仕舞った。パソコンを立ち上げたところで、「あ」という湊斗の声かした。何気なく声の方向を見ると、湊斗は梨佳をまっすぐに見て近寄ってきた。

「おはようございます、宮下さん！」

「……お、おはよう……？」

　あまり見ない光景だった。

　挨拶はちゃんとする人だが、女の人に囲まれている時はそちらに夢中なようで、彼女たちが離れてからようやく挨拶をする程度だった。彼女たちはまだ話し足りなそうにして湊斗を見ている。女の子たちの視線が突き刺さる。けれど湊斗はもう興味がないというふうに自席へ座った。

「宮下さん、お菓子どうぞ」

　唐突にお菓子を差し出された。

「えっいらないよ」

　朝からお菓子なんて、お土産とかでなければ受け取る理由がない。そもそもどうして梨佳に渡そうとするのか、理解ができなくて困惑していた。

「いいから食べてくださいよ」

「いらないってば」

　強引に差し出してくる手をぐっと押し返した。

「でもうちの商品だから、広報ブログ書くためには何度も食べておいたほうがいいんじゃありませんか？　そのほうがきっといい記事が書けると思います。僕も食べるので」

　もっともらしいことを言う。

　確かに湊斗が押し付けてきているのは自社商品だった。小袋に入ったチョコレートで、大人向けのほろ苦さを売りにしている。今イチオシ商品で、主に広報活動を行っているのだ。社内広報や社外広報も行っていて、近々広告を制作する予定の商品だった。

「……じゃ、じゃあもらっておくね」

　すべて彼の言うとおりで、違う部署に広告製作を依頼するにしても、自分たちが商品のことをよくわかっていなければいけないだろう。梨佳は素直に受け取ることにした。あとで食べようと、とりあえずデスクの上に置いた。

「……な、なに？」

「いいえ、なんでも」

　素直に受け取ったからか湊斗は梨佳をにこにこしたまま見つめてくる。梨佳はひどく居心地が悪くなった。また、お菓子なんて似合わないとか湊斗のような物腰やわらかい男に言われてしまったら今度こそ立ち直れない。

　パソコン画面がひらき、メールソフトを立ち上げたら昨日の夜に一通メールが来ていた。広告部からだ。名前を見て、ドキリとした。メールの内容は、次の商品広告制作に基づく打ち合わせを行いたいため、可能な日程を教えてくれというものだった。ついにきてしまった、と大きくため息を吐いた。

「白崎くん、打ち合わせのメール来てると思うけど」

「はい」

　まだ９時前ではあるが、大した話ではない。彼は９時前だから仕事はしないなんていう子ではないし、はやいところ話を進めたかった。

「ダメな日とかあれば教えて」

「いつでも大丈夫です」

　元気よくいい笑顔で答えられてしまった。どうやらやる気はあるらしい。

　今回の商品企画で、梨佳の補佐役として、湊斗には初めて打ち合わせなどを参加してもらうことになった。上司の指示だ。梨佳としては不安なところかないわけではないが、彼を成長させるにはいい機会だろう。主に社内で行うことなので大きなインシデントが発生するなんてことも考えづらい。それくらい心配するほど、湊斗は仕事ができるとは言えなかった。入社して１年が経ったが、社内向けの広報誌の作成を主にお願いしている。難しい作業ではない、が、小さなミスが目立っていた。しかも何度も同じ箇所を間違えたりすることもあるから梨佳としては頭を抱えていた。まだ１年目。そう思えば仕方のないことなのだが。

「じゃあメールしておくね」

「はい、お願いします」

　しかし彼はきらきらとした目をしてやる気でみなぎっている。打ち合わせ相手に変なことを言わないといいのだけれど――。とは言っても梨佳はそれどころではなかった。メールの相手、打ち合わせの相手が悪かった。もう二度と関わりたくないと思っていたのに。

　メールを送信するとすぐにデスクの電話が鳴った。

「はい、宮下です」

『お疲れ様です津山です』

「お疲れ様です」

　重い声になってしまった。相手はメールをくれた広告部の男だ。

『なんつー声出してんだよ』

「……用件はなんでしょうか」

『はぁ……打ち合わせだけど、メールしておいて悪いが急な仕事が舞い込んできたんで、来週ってことでよろしく』

　イライラする。

「そんなのメールでいいと思いますが」

『はいはい、あとでメールもするよ』

「承知致しました。では失礼致します」

ああいやだ。声も聞きたくない。

　どうしてわざわざ電話なんかしてくるのだろう。梨佳を苛立たせようとしているとしか考えられない。梨佳はすぐに電話を切り、大きくため息をついた。隣の席からの視線は感じていたが、今は気にしている余裕がない。

「……宮下さん？　大丈夫ですか？」

「……」

　構っている余裕もない。

　別れたのは１年半も前のことだ。とっくに感情なんてない。というか、悪い感情しか残っていない。憧れていた社内恋愛というやつだったが、相手が悪かったし、自分も相当可愛げのない女だったと思う。

　広告部の津山賢とは、同期だった。入社後の研修からよく話をしていて仲良くなり、飲みに行ったりしているうちに付き合うようになった。けれどもともとどちらもはっきりと言葉を口にするほうだったからケンカが絶えず、１年もしないうちに別れることになった。今思えば梨佳も酷いことを言っただろうからどっちもどっちという感じなのだが、梨佳の心の中にはずっと残っている言葉があった。

『宮下とお菓子って似合わないよな』

　それを言ったのはあの男だ。

　付き合い当初はさんざんカワイイだとか言ってきたくせに、険悪になると極めつけはにやにやと笑いながらこの言葉。言い返してさらにケンカは悪化したが、梨佳はいつまでも気にしたままだ。社内でお菓子を食べられなくなる程度には。

　そんな相手と、打ち合わせをしなければいけない。社内恋愛で、別れることになった時から覚悟してはいたが今まで運よく関わることを免れていた。ついにこの時がきてしまったか、という感じだった。彼の顔や言動を思い出しただけで胸の中にもやっとしたものが溜まっていくのがわかる。どうしてこんなにも弱くなってしまったのか。もうあのお店に行きたくなってくる。あのおいしいケーキが食べたくなってくる。昨日行ったばかりだし、カロリー的にも連日に行ったことなんてないのに。




「……」

　結局今日も来てしまった。

　二日連続で来てしまってから、梨佳はいろいろと考えてしまう。もしかしたら甘いものに依存してしまっているんじゃないか、と。もともと友だちの少ない梨佳だが、他部署にいる親友は多忙らしくて話すこともなかなかできない。だからストレス発散方法が他に思いつかない――なんていう言い訳を引っさげてはみたが、やはりこのままではマズイと自分でも思う。このままでは毎日来るようなことにだってなりかねない。我慢をすればいいだけの話なのに、それができなくなっている。

　明日は絶対来ないから。

　そう決意して梨佳は店内へと足を踏み入れた。

　今日も新作ショートケーキを選びたくなったけれどさすかに二日連続はなんだか恥ずかしくて、ガトーショコラにした。梨佳が連日来店したところで店員が覚えているわけはないと思うが、なんとなく羞恥心があった。いい大人が、毎日ケーキを食べに来ているというのはいかがなものか。かわいらしい女の子だったらわかるけれど、「甘いものが似合わない」らしい自分自身となるといたたまれない気持ちになる。

　多少の罪悪感はありつつも、やっぱりケーキを目の前にするとすべて忘れて夢中になってしまう。食べる前に味を想像して口に入れると、想像を裏切られるおいしさが口の中に広がって、しあわせになる。

　このひと時は絶対に誰にも邪魔をさせない――。

「宮下さん」

　と思っていたら突然名前を呼ばれた。まさかこんなところに知り合いがいるとは考えられないが、確実に名前を呼ばれた。梨佳は聞き覚えがあるけれど思い出せない声の正体を確かめるためにフォークを持ったまま顔を上げた。

「こんばんは、宮下さん」

　そこには、やわらかい笑みをたたえたやさしい声音の、梨佳の後輩がいた。

「……っ、白崎くんっ」

　梨佳はガタリと立ち上がった。

　まさかどうしてこんなところに。確かに会社からは近いが最寄り駅からわざわざ降りなければならないし、湊斗がこのお店に来る理由が見つからない。偶然にしては、できすぎている。

「どうして、ここ、に」

　動揺が全身で表現される。ケーキを隠すわけにもいかず、言い訳しようとしても焦りすぎて思いつかない。ただ一人でばたばたと慌てるだけだ。

「お、落ち着いてください」

　湊斗は梨佳の肩をぽん、と叩いた。

「宮下さんって、ケーキ好きなんですね」

「そ、そんなことないっ」

　顔を赤くして必死に否定した。甘いものが好きだなんて、似合わないのに、ばれてしまったら笑われてしまうかもしれない。こんな女の子の扱いを心得ているような、やさしい人にまで「似合わない」と言われてしまったらどうすればいいんだろう。しかも先輩として、これからも指導をしていかなければいけないというのにバカにされる立場になってしまったら終わりだ。

「だって、すっごい幸せそうにしてましたよ」

　湊斗はやさしい笑顔を変えることなく、むしろもっといい微笑みで梨佳の顔を覗き込んでくる。

「み、見てたの？」

　いったいいつから？

「はい、見てたから声をかけました」

「っていうか白崎くんはどうしてこのお店に？」

　見る限り一人のようだ。周りの客は女の人ばかりだし、男の人が一人でこのお店に来るなんて、梨佳以上にめずらしいことだろう。もしかして店内の誰かの女性と来ているのだろうかときょろきょろ見回した。

「ああ、実はここ、僕の家なんです」

「……えっ、ええ!?」

　湊斗の口からあっさりと放たれた言葉は、ケーキのおいしさの驚きよりもはるかに想像を超えたものだった。

　普段のスーツとは違い、私服姿の湊斗は当たり前だかいつもと雰囲気が違った。ジーパンに、グレーのボートネックカットソーをさらりと着こなしている。シンプルすぎるのにスタイルがいいからかモデルのように見える。突如現れた湊斗の姿に驚きすぎて、さっきは目がいかなかったが私服姿もなかなか様になっている。スーツ姿しか見たことがなかったから、別人のようだ。

「あっ……」

　梨佳が我に返り慌てて席に座ると、湊斗もなぜか同じテーブルのイスに腰掛けた。湊斗の話を聞きたいと思っていたからちょうどいい。

「ここが白崎くんの家っていうのは本当なの？」

　周囲の視線を意識してつい小声になっていた。

「はい、もちろん。だからこんな格好でいるんですし」

「まあ……そうね」

　確かに出かけるにしてはラフすぎる格好だ。近所のコンビニヘ行くくらいならいいだろうが、オシャレなカフェなどは適さないかもしれない。いや、彼だったら大丈夫な気もするが……。

一度席を立った湊斗は、コーヒーを持って再び戻ってきた。

「宮下さんもどうぞ」

「あ、ありがとう……」

　ここでコーヒーを飲むのは初めてだ。いつもはケーキと一緒に紅茶ばかりを選んでいた。

「ここ、コーヒーもおいしいんですよ」

「ほんとだ……」

　口の中に含んだだけで、香りが鼻から技けて深い味わいを感じた。今までコーヒーを飲んでいなかったのかもったいないくらいだ。次からは注文しよう、と決めた。

「僕の家っていうか、親がこの店やってて、いずれ兄が継ぐんですけどね。僕は時間のある時に手伝ってる程度です」

「そうなんだ」

「でもびっくりしました。まさか宮下さんが来るなんて。確か家、遠いですよね？」

「私も、びっくりした……」

「でしょうね」

　くすくすと笑う。けれどその笑顔は決してバカにしているようなものではなかった。純粋に、驚いていた梨佳を思い出しているだけのようだ。

　ガトーショコラの最後の一口を食べ終えると、梨佳は膝の上でにぎりこぶしを作った。

「あの、私がケーキ好きなこと、会社の人には言わないでほしい」

　後輩にこんなことお願いするなんて、みっともない。

　恥ずかしいのは承知のうえだ。こんな口うるさい女が、ケーキが好きでわざわざ会社帰りに食べに行っているなんてみんなに知られることよりはよほどいい。特にあの男にまたバカにされでもしたら、会社を辞める勢いだ。

「どうしてですか？」

「だって、恥ずかしいでしょ？」

「なにがですか」

「私って、甘いものが似合わないみたいだし、ケーキ好きなんてバレたら笑われちゃう」

　真正面にいる湊斗は目をまるくした。

「そんなことないですけど……。でも、宮下さんがそう言うなら誰にも言いません」

　にっこりと形の良いくちびるを横に引いて、笑う。

「ふたりだけの秘密、ってことで」

「っ」

　ほんのわずか、胸が鳴った。

　こんなにまっすぐでやさしい笑顔を向けられたら、確かにあの女の子たちも湊斗に夢中になる気持ちもわからないではない。梨佳には不安要素があったため、彼の笑顔で特に安堵し、ほだされてしまった。

「まあ僕も、仕事柄大きな声では言えないですし。実際知られたのは宮下さんが初めてです」

　困った顔をして笑う。

「そっか。業界的に……」

　製菓会社と、実家がカフェ経営というのはどう関係があるかわからないが、確かにあまり口には出せないことかもしれない。変に誤解されてもまずいだろうし、梨佳がもし湊斗の立場でも、まわりには言わないだろう。

「じゃあお互いに秘密ってことで」

　梨佳と湊斗は約束を交わした。梨佳の事情は湊斗のものに比べれば大したことはないだろうがそれでも、心の底から安堵した。彼が梨佳のことをバカにするような人じゃなくてよかった。朝から女の子に囲まれてあんなにうるさくても、多少我慢できると思えた。こんな人だからこそきっと、女の子が集まってしまうのだろうから。










２











　湊斗に秘密を知られた次の日から、梨佳の心持ちは一変した。

　朝、湊斗が女の子に囲まれ、騒がしくてもそれほどイライラはしない。もちろん仕事中であったら先輩として注意はするが、嫌な言い方をしないで済むようになった。湊斗もなぜか前より梨佳を気にするようになり、女の子に囲まれた時は場所を変えて、もしくは「忙しいので」などと断ったりすることも増えていた。そこまでしなくてもいいのに、と思うが職場なのだから当たり前か、今までがちょっとおかしかったのだ、とも思ったりする。

　梨佳は「甘いもの好き」という秘密をにぎられた湊斗になら、バカにしなかった彼になら、多少素直に接することができるようになった。たった一度外で会っただけなのにこんなに心を許してしまっているのもおかしな話だが、それほどあの時は安堵したし、彼の笑顔に救われたのだ。まあ素直になったとはいってももらったお菓子を受け取るようになった、くらいの話だ。

「宮下さん、宮下さん」

「はい」

　３時の休憩中、いつもだったらすぐさま女性が湊斗のまわりに集まってくるところだが、今日はなぜか一人もやってこない。どうしてだろうと疑問に思っていたらどうやら他部署の子たちは社内研修でフロアにいないみたいだった。どうりで静かだと思った。だから彼も梨佳に話しかけているのだろう。それでもなぜか小声だった。

「今日、店に来ませんか？」

「えっなんで？」

　あれからほとんどカフェには行っていなかった。仕事が忙しくなったというのもあるが、ケーキを食べたいな、と思った時には隣の席の湊斗からお菓子か配られるので、甘い欲求は解消されていたのだ。素直にお菓子を受け取るようになって太ってしまったかもしれない。と思い始めていた矢先に彼からお店への誘いがあった。

「実は、昨日から新作ケーキが出たんですよ」

「えっ！」

「けっこう自信作らしくて、宮下さんにも食べてほしいなと思って」

「た、食べたいっ」

　即答していた。

　しかも大きな声で。ここが職場であることも忘れて梨佳ははしゃいでしまっていた。こんな姿を見られてはだめだ、と思い直して表情を戻そうとするが、ゆるむ口元はどうしたって押さえきれない。

「新作って、どんなの？」

「それはお楽しみです。で、来ますか？」

「う～～ん……」

　仕事はまだ残っている。でも連日残業をしているのだから、今日くらいは帰ってもいいだろうか。１時間だけ残業して帰るならまだ明日への罪悪感も少ないし――。梨佳の心はとっくに決まっているのに、言い訳を並べ立てて自分を納得させる。

「行くっ！」

　結果的には絶対にうなずくのだ。

　湊斗と仕事以外のことを話すようになって得したことは、湊斗がカフェ「ブランシュ」の新作情報を教えてくれることだった。頻繁に新作を出すわけではないが、その週でしか食べられないものがあったりするのであんまり聞いたことのないケーキなどがあったりする。これをお得以外になんと言おう。

「じゃあ帰りましようか」

　残業１時間、そろそろ切り上げようかと思っていると隣の席の湊斗も片付け始めた。そして当たり前のように梨佳に告げる。

「えっ」

「どうしたんですか？」

「一緒に行くの？」

「もちろん」

　彼はにこにこと肯定する。

　梨佳はまず周りの目が気になった。案の定まわりを見渡すと女性の視線が痛い。驚くようなまんまるの目をしている人もいれば、睨むように梨佳を見ている人もいる。なにか悪いことをしたわけでもないのに責められている視線だ。

「さ、行きましょう宮下さんっ」

　一方で湊斗は女性陣の視線に気づいているのかそうでないのか、梨佳の背中を押した。別に、湊斗とは変な関係でもないし彼女たちに恨まれる筋合いもない。けれど、湊斗は情報を提供してくれただけだと思っていたので、梨佳は一人でカフェに行くつもりだった。まさか一緒にお店に行くなんて思っていなかった。驚いているのは彼女たちと一緒だ。

　手は引かれていないにしても、強引に連れられていく。会社を出てもチラチラと梨佳を振

り返って見てくるので、ついて行かないわけにはいかなかった。もちろん、カフェに行って新作ケーキを拝みたいという気持ちもあるので足は勝手にカフェヘと進む。

「到着～、さ、どうぞどうぞ」

「お、お邪魔します」

　お店に入る時のセリフではない。人の家に遊びに行く時のセリフだ。自然と口をついて出た言葉に頬をわずかに染めながら見慣れた店へと足を進める。

「あれ、湊斗どうしたんだ」

「お客さん連れてきた。宮下さん、僕の兄です」

「あ、あの初めまして、白崎くんにはいつもお世話になっています。同じ職場で働いています宮下梨佳と申します」

　突然紹介されながらも取引先を相手にしているような、深いお辞儀をした。

「ああ、いやいつもどうもありがとうございます。湊斗の兄の彰人です」

「いつも？」

「いつも、来て下さってるでしょう」

「し、知ってるんですか」

「ええもちろん。常連さんは覚えています」

　にっこりとした笑顔は湊斗のそれとよく似ていた。湊斗よりも目元がキリっとしていて、黒髪が真面目そうに見える。目が二人の違いを表しているようだった。

「兄さん、あっち適当に座るね」

「はいはいごゆっくり」

　湊斗に背中を押されて梨佳たちは窓際のソファ席に座った。

「宮下さん、新作これです」

「わっおいしそう！」

　新作としてメニューを飾っていたのはいちごがたっぷり乗っていたタルトだった。いちごがつやつやと輝いていて色鮮やかだ。

「兄さん、新作ケーキを二つ」

「かしこまりました」

　仲が良さそうな二人の会話を見ているだけで心がなごむ。湊斗の会社では見られない新しい一面を見て、梨佳は微笑ましい気持ちになる。やはり会社で見せる表情とはまったく違うものだ。

「お待たせ致しました。ごゆっくりどうぞ」

　二人の目の前に置かれた小さなタルトは見た目だけで満足するほど鮮やかでかわいらしかった。満足するとはいってももちろん味わいたい。小さめのフォークをタルトに通すと、サク、とした感触があった。大きないちごがぽとりと落ちて、もったいなくてすくい上げ、タルト生地と一緒に口ヘ運ぶ。

「お、おいしいっ」

　口の中に広がるいちごの甘さと酸味、それからカスタードクリームの甘さ。タルト生地のサクサクとした感触。全部が合わさって、でもごちゃごちゃした味ではない。きちんと統一されていて舌の上で一緒に溶けていくような感覚だ。自然と口元がほころぶ。ほっぺたが落ちる、ではないが手で頬を包んだ。

「でしょ？　僕も気に入ってます」

　湊斗もひと口ひと口運びながらふんわりとした笑みを浮かべる。彼も甘いものが好きなのだろうか。とってもおいしそうに食べている。その顔を見ていると、ああおいしそうだ、私も食べたい、と梨佳ももうひと口進めていく。

「白崎くんは、お菓子作ったりしないの？」

「まったく作らないですね……手伝うのも、ウェイターくらいなので。作ってほしい

ですか？」

　湊斗が不敵な笑みを浮かべる。

「宮下さんだけのために作ったら食べてくれます？」

　フォークを持つ手とは逆の手に、湊斗の手がそっと重なった。

「え……」

　初めて見た表情に、ふれた手に、梨佳は動揺していた。

今まで見たことのない表情だったことに動揺したのもあるが、もうひとつ。胸が高鳴った自分に動揺したのだ。会社では見せない「男」の顔をしていた。さわやかな笑みなど捨てて挑発的に梨佳を見つめる。手の甲をすべる手のひらが熱い。

梨佳は初めて湊斗を「男」だと思った。もちろん男性だとはわかっていたが、そういうことじゃなくて、目の前にいるのは見た目がやさしそうで女性にモテて、扱いもうまくて、仕事ではまだ微妙に頼りないただの後輩――ではなくなりそうで、怖い。

「宮下さん？」

「あっ……なに？」

「もう食べ終わってますけど……もっと食べたいんですか？」

「……え？　あっ」

　視線を落とすと梨佳のお皿にはケーキはなくなっていた。なのにフォークを持ち上げてぼんやりとしているものだから湊斗はまじまじと梨佳を見やる。動揺していたことに気づかれてしまっただろうか。

「おもしろいですね」

　くすくすと笑い始めた彼の顔は社内でのそれに戻っていた。もしかして、からかわれた？

年下の後輩にからかわれるなんて恥ずかしい。でも湊斗がいつも通りに戻って安堵していた。

「ケーキ、もう一つ食べますか？」

「えっ」

「あ、期待してる顔だ。そんなに好きですかここのケーキ」

確かに、ケーキに関して物足りなさは感じていた。もう一つ食べてしまいたいと思うほど、物足りない。それがただ単にお腹が物足りないのか心が物足りないのかよくわからなくて混乱してくる。

「す、好きだよ。悪い？」

「……」

　湊斗は目をまるくして梨佳をじっと見ていた。顔になにかついているのかと、紙ナプキンでそっと口元を拭ってみる。

「どうかした？」

「……いや、宮下さんの『好き』ってなんかいいなって」

　口元に手を当てて、湊斗は真剣な表情を見せた。先ほどみたいな、会社では見ない表情だった。また梨佳の胸が鳴る。

「っ！　な、なに急に」

　顔が熱くなっている気がした。でも頬に手を当てて確認するのもなんだか恥ずかしい。

「僕のこと意識しました？」

「はぁ!?」

「ふ、梨佳さん意外とわかりやすい」

「ちょっと、ふざけないでよ」

「いいじゃないですか。ここ会社じゃないんだし」

「そう、だけど」

　梨佳が動揺しているとさらに湊斗は笑い始めた。どこがどうしてツボにハマッたのかわからないが、笑い続ける湊斗を見ているとおかしくなってきて、動揺していたはずの梨佳も一緒になって笑い始めてしまった。

　思えば会社の人と仕事関係の話でなく、お酒も飲まないで笑い合うのは久しぶりかもしれない。なんて寂しい日々を送っていたんだろう。一人でケーキを食べて癒やされて満足していたと思っていたのに、今笑い合っているこの時間がひどく楽しい。ああ寂しかったのかな、と自覚してしまうほどに。

　しかもあんなに敬遠していた相手なのに単純といえば単純だろう。簡単にいえば、真正面から見た湊斗の笑顔にほだされたのだ。







「白崎くん、打ち合わせの日程決まったから」

「はいっ」

　かねてより連絡を取り合っていた、新商品広告制作の打ち合わせの日程が決まった。広告部の他業務が少々落ち着いたらしい。

「資料はできてる？　あとで確認するから、メール添付で送っておいて」

「はい」

　カチャカチャとキーボードを叩く音が鳴り響く。打ち合わせは明日に決まった。これから資料を確認するだけでいいだろう。社内の打ち合わせなのだからそこまで堅苦しく考えなくてもいい。あとは心の準備だけ。あの男と顔を合わせて話をしなければいけないと考えるほど心は重くなるが、仕事なのだから仕方ない。きっちりこなさなくては。湊斗から届いたメールを確認し、添付資料を開く。

「あれ」

「なにかおかしいですか？」

「ううん……」

　資料作成の工程を全然チェックしていなかった。いつの間にこんなに見やすくわかりやすい資料を作れるようになったんだろうと、呆然としていた。

「宮下さん、おかしいところがあったら教えてください」

　梨佳の反応に湊斗は不安を滲ませた表情で覗き込んでくる。

「う、ううんそうじゃなくて、すごく見やすい資料だね……」

「そうですか？　宮下さんの作成資料を見本にして作ったんですけど……おかしくなくてよかったです」

　自分の資料は見やすいとは思っていない。でも資料というものはなかなか読みづらいし、読む気が失せてしまうものも多いので、なるべく図でわかりやすく、文字の大小をはっきりさせて色もつけて見やすいように心がけていた。それを彼が見ていて、意識して自分の資料作りに取り入れてくれるとは思わなかった。うれしさと、気恥ずかしさ。

　仕事ができないとばかり思っていたのに、いつの間にかいろんなことを習得していたんだ。

　一応教育係として助言をしながら見てきたつもりだったが、こうも成長を見せ付けられると、先輩としての喜びとともに自分もがんばらなければいけないな、と思い知らされた。

　元彼との打ち合わせに萎縮している場合ではない。




準備は万端だった。湊斗の作成した資料もきちんとしているし、コンセプトもしっかりしている。伝えたいイメージも見えている。

「お疲れ様です。広告部の津山です」

　久しぶりに会った彼は相変わらずたった。堂々としていて、自信で満ち溢れている。今隣にいる湊斗とは大違いだった。湊斗は初めての打ち合わせで、多少緊張が見えた。社内の人だから大したことないよ、と何度言っても、あまり耳に入っていないようだった。

「広報の宮下ですお疲れ様です。こちらは初めて参加します白崎です」

「お疲れ様です。白崎ですよろしくお願いします」

「よろしく～まあ社内の打ち合わせなんて、そんな堅苦しくなく」

　打ち合わせのためにとった会議室は、６人用の、３人にしては少々広いところだった。梨佳と湊斗は手前に並んで座り、梨佳の正面に津山が座った。どうやら広告部からは津山一人のようだった。昔から仕事はできるし一人でもこなせるのだろう。

「じゃあさっそく、商品のコンセプトイメージを説明してくれるか」

「……はい」

　偉そうだ。同期のくせに。

　梨佳は心の中で罵る。もちろん顔にも出さない。心が尖りながらも梨佳はパソコンで開いた資料をスライドに映す。うん、こう見てもやはり湊斗の資料はすごくシンプルで見

やすくなっている。

「……地味な資料」

　ぼそりとつぶやいたのが聞こえた。カチンときたが、ここも我慢する。まだ打ち合わせは始まって５分も経っていないのだ。確かに彼は広告制作を担当しているからデザイン的なことに関していえば地味に見えるかもしれない。でも資料に派手さはいらない。それこそ広告だけでやっていればいい話だ。いちいち癇に障ることを言う男だ。つき合っていたのが恥ずかしいくらいに。別れて正解だ。

「では、今回のコンセプトは――」

　資料の説明は２０分程度で終わった。こちらが伝えたいイメージなどを説明するだけなので妥当だろう。あとは一緒に広告戦略を立てることが重要だ。

「以上です。津山さんからはなにかございますか」

「ん～～」

　ボールペンをくるくると回し、納得がいっていないのが表情でまるわかりだった。デザイン側としてきちんとした意見が聞けるのであれば意見交換をしたいし、アドバイスだってもらいたいと思っている。でも。

「全体的にイマイチなんだよな～。コンセプトが甘いから広告も活かすに活かせねえな。完全にこっち任せにしてもらったほうが楽だな。……それに広報活動も甘い。広告利用すんならもっと派手なＣＭも考えないと……

「現在検討中です」

「それから、ＷＥＢももっと工夫が必要だな。最近は目立つサイトやＳＮＳ広告も多いから今回の商品をきっかけにもっと派手に」

　ぐだぐだと長い話が続く。湊斗は一生懸命メモをしていたが、途中からその手も止まっていた。梨佳は要点だけを書き出していく。確かに彼の言う通りな部分もある。けれどそれ以上に彼の話は中身がなく具体的な提案がない。ただ批判をしたいだけのように思えてならない。

「……おっしゃりたいことがたくさんありそうですので、津山さんのご意見はメールにてご連絡お待ちしております」

　もう限界だ。

　通常だったら広報と広告同じ立場で手を組んで進めていくはずの話が、どうして取引先のような態度を取られなければいけないのか。協力するような態度ではない。同じ社内の人間として、明らかに一緒にやっていこうという思いが感じられない。「派手に」と連呼しているが具体的にはどうなのか。広告側としての意見をきちんと説明してくれなければわからない。

たくさん言いたいことがあったし、言わなければ打ち合わせの意味がないんだろう。でも、口を開けばケンカになってしまう恐れがあった。昔のように、なんでも言いたいことを言い合って、ケンカばかりしていたのを思い出す。当時は自分の思いを伝えようとはっきりと口にしていたが、いつも嫌な気分にしかならなかった。

「はいはい、わかりましたよ～そちらの資料もう一回見てメールするわ」

　梨佳の態度に彼も察したのか、大人しく席を立った。

「お疲れ様でした」

　我慢ができなくてついに顔に出てしまった。声にも出てしまった。さらには大きなため息までついてしまった。でももういい。そういう態度を取ったのは彼だ。あんなに言われてまでにこにことなんてしていられない。社内の人間だからうまくつき合っていけたらと思っていたが、今の梨佳には、必要以上に気を遣うこともできなくなっていた。

津山は梨佳に背を向けてドアを開けた。やっと終わった、と安堵して梨佳が湊斗に手伝ってもらいながらスライドを片付けている最中、背後から、もういなくなったと思っていた男の声がした。

「なあ、あんたら噂になってるの知ってる？」

「え」

　寝耳に水だ。いったいどうして急にそんな話になったというのだろう。そもそもどの部分を切り取って噂になっているのかさえ想像がつかない。

「一緒に仕事しないほうがいいんじゃねえの」

　限界がついに超えてしまった。

　梨佳の頭の中は沸騰寸前で、どうしてこの男にそんなことを言われなくちゃいけないんだ、という怒りと湊斗に対して申し訳ないという気持ち。せっかくかんばって資料を作ってくれたのに。それを見せる相手がこんな男だなんて本当に嫌気が差す。しまいには一緒に仕事しないほうがいい、だと。

「いいかげんにっ――！」

「やめてくれませんか。仕事には関係ないですよね」

「っ」

　梨佳の前、津山との間に湊斗が立つ。梨佳は口をあけたままだ。目の前に湊斗の背中があり、その向こう側には、目をみひらいた津山がいた。まさか湊斗が言い返すとかそういうことをするとは思わなかった。湊斗がどういう表情をしているのかわからない。でも、声ははっきりきっぱりと、怒りをあらわにしていた。怒ったところなんてこの１年、一度も見たことかないのでその顔を見てみたいと思ってしまってから、反省した。今の彼は梨佳をかばってくれているのだ。不謹慎だった。しかし、梨佳の怒りは湊斗が代わってくれたのでいつのまにか鎮まっていた。

「ヒーロー気取りか」

湊斗を煽るような津山の台詞にはまた怒りが沸いてきたが、湊斗も同じみたいだった。

「僕と宮下さんは仕事で組ませてもらっているだけなので、何を噂されているのかは知りませんが津山さんには関係ないことです。お気遣いありがとうございます、以後気をつけます」

　激高するわけでもなく湊斗は冷静に、けれど強い口調で津山に言い返す。頼りない後輩だと思っていたけれど、大きな背中がとても頼もしかった。

「……はいはい。じゃあまた後日メールとサンプルお送りしますんで」

　津山はため息を吐いて、会議室から出ていった。バタリとドアが閉まる。瞬間、湊斗が振り返り梨佳の両肩を掴む。

「宮下さん、大丈夫ですか」

「う、うんごめん……止めてくれて……かばってくれてありがとう」

「そんなつもりじゃ……僕なんかが言い返してすみません。でも、なんかあの人の言い方がいちいち嫌味っぽいというか、おとな気ないというか……宮下さんあの人となにかあったんですか？」

　思い出す。

　一番思い出してしまうのはよく言い合いのケンカをしていた悪い思い出ばかりだが、最初の頃はこうやって言い合っていても相手のことを理解していたし仲直りだって自然とすぐにできた。いつからか相手の言うことか許せなくなって、仲直りもできなくなって、悪化していった。やがて言い合いさえもできないほどになった時、自分から別れを告げたのだ。もう修復は不可能だと思った。若かったから余計にもう光など見えなかった。

　津山のことはなんとも思っていない。よりを戻したいなんて１ミリも思っていない。でも、次会った時は大人同士、うまくできると思っていた。

　でもこの有様だ。

　メールをもらった時から梨佳の感情も負のものになっていたのでわかっていたことだが、彼の態度も、ここまで意地悪く、酷いとは思わなかった。

　あんなに好き合っていたのにこうも嫌い合うものなんだろうか。

　視界がぼんやりとする。

「えっ」

　湊斗が突然慌て出す。

　職場で泣くなんて、最悪だ。今まで一度もないし、泣いたら負けだと思っていた。「だから女は」とバカにされるし、周囲の人に気を遭わせてしまって次から仕事がしづらくなる。梨佳だって、涙が溢れるほどの感情だとは思いもしなかった。

「宮下さん、大丈夫ですか！」

「ご、ごめん。いいからちょっと一人にして」

「……はい」

　泣いている姿を見られるのは酷く恥ずかしかった。

　会議室の予約はまだあと10分残っている。その間他には誰も入ってこないだろう。大した涙ではない。幸いハンカチも持っているし、10分あれば泣き止むには充分だ。

「……」

　湊斗も立ち去り、思う存分鼻をすすれる。はぁ、と息をついてハンカチで目や鼻を拭き取る。でもまだ涙がぽろぽろとこぼれてきた。どうしてここまで泣いているのか梨佳自身もよくわかっていない。ただ――。

「え」

　ガチャリと扉が聞かれて慌てて顔を隠すと、湊斗が必死の形相で戻ってきた。

「宮下さん、これどうぞ」

「……チョコ？」

　差し出されたものは小袋に入ったチョコレートだ。心配してくれている彼のやさしさがわかって、罪悪感もあるがそれよりも心があたたまる。

「ありがとう」

　小さなチョコを口に入れて笑い返した梨佳に、湊斗は固まった。

「職場で泣いたりしてごめん。なんか、侮しくて」

「宮下さん……」

　目の前に影ができた。手元が暗くなって見上げると湊斗が近くにいる。どうしてこんな近くに？　と考えているうちに、目の前が真っ暗になった。

「……」

「え？　いま」

　なにをされたのか。

　はっきりわかる。

　わかるけど、理由がわからない。

「……すみません。なんか、甘そうで、つい」

　甘そう？　甘そうってチョコを食べてるから？　そんな理由で、職場の人にキスなんかするもの？

　梨佳は呆然と立ち尽くしたまま、湊斗をぼんやりと見つめることしかできなかった。頬を赤く染め、目を泳がせている湊斗はやがてしっかりと梨佳に視線を合わせ、真剣な表情に切り替わった。

「嘘です。すみません」

　湊斗の腕が伸びてきて、彼の体温に包み込まれる。

「白崎くん、ちょっと……」

「泣き止むまで離しません」

「……」

　強い口調に、梨佳はそれ以上何も言えなかった。

　あたたかい温度に、涙がすっと引いていく。その代わりに鼓動がとくとくと鳴り始めた。どちらの音かはわからないけれど、徐々に早くなっていくのがわかった。

　慰めてくれているのか、後輩に抱きしめられるというのはおかしな感じだ。というか、ただの職場の人に抱きしめられるなんておかしな話、あるんだろうか。もしかしてキスも、慰めるためだったのかもしれない。女性にモテるし、女性の扱いをわかっていそうだから、こんなことをしたら慰められるだろうって思っているのだろうか。まさかそんなことは。だとしたら困る。湊斗の周囲の女の子ならうれしいかもしれないけれど。

「僕は噂が本当になっても構いません。宮下さんのこと、好きですから」

「……え？」

　今、なんて。

「好きです」

「っ」

　ぎゅっと抱きしめられて、耳元で囁かれた。

　ぞくぞくと身体の芯が震える。気持ち悪さではないのに、この感覚の名前をどう表現したらいいかわからない。

　梨佳は混乱していて、身体が固まっていた。

　職場の後輩にキスをされた。好きだと言われた。ずっと、抱きしめられている。

　これはつまりいったいどういうことなのだろう。湊斗は梨佳に返事を求めなかったし、彼はそれ以上なにも言わない。梨佳もなにも答えることができなかった。

　会議室の予定時間が終わるまで、あと３分。










３











　白崎湊斗に抱きしめられ、キスをされ、告白をされた。

　その日の業務は仕事にならなかった。隣の彼は告白をするだけして何も言ってこない。ただ一度「すみません」と言っただけだった。そのあとは今までと変わらない態度で混乱した。もしかしたらあれは夢だったのだろうか、とか、やっぱりただ慰めてくれただけなのだろうか、とか考えて考えて、けれどやっぱり答えはでなかった。

　次の日になっても、その次の日になっても、湊斗は変わらない。女の子に囲まれ、たまに

梨佳を気にして、仕事は一生懸命のただの後輩だった。

　いや、一つだけ変わったことはある。

　彼からの視線が以前のものとは違う。

　気のせいだろうか。ふと視線を感じてそちらの方向に目をやると、大抵湊斗がいて、梨佳を見つめていた。梨佳はドキリとして視線をそらすだけだが、いつから見ていたのだろうと考えると落ち着かない気持ちになる。そわそわして、梨佳までもが湊斗を視線で追いかけるようになる始末だ。

　好きじゃない。好きなわけではない。

　でも告白をされたら気になるというものだ。







「はい宮下です」

　湊斗とどう接していいかわからないまま過ごしているが、もちろん仕事は日々増えていく。嫌な相手から久しぶりの電話があった。

『お疲れ様です津山です。今ちょっといいですか』

「……はい」

　間があいてしまった。仕事なのだから嫌だと言えるわけがない。

『メールだけだとアレなんで、再度打ち合わせしたいんですけど、午後イチとかどうです

か？』

「ずいぶん突然ですね」

　さんざんメールでやりとりをしていたが、ようやく最終段階にまで来ていた。そろそろサンプルが出来上がるとのことだ。作っている相手は気に食わないが、広告はやはり商品の見栄えをよくするのでいつも楽しみにしていた。

『ああ、ちょっとまた他の業務が立て込んできてね。今のうちにささっと打ち合わせしておきたいんだ。サンプルいくつか見てもらって、時間もないからちゃちゃっと、二人で』

　二人で、と強調されてしまった。

　正直なところ、いやだと思った。

　それもメールでいいのでは、と言おうとしたがさすがにメールでばかりやり取りをしていては時間ももったいないし、顔を合わせての打ち合わせのほうが伝わることは多い。コミュニケーションは大事なことだ。今後のこともあるし、もし和解できるのならそのほうがいいだろう。これ以上悪化することはないと思いたいところだ。

『この前は悪かったよ。いい仕事をするから、頼む』

　追い打ちのように素直に謝られてしまうと断ることなんかできない。梨佳だって態度は悪かったのだ。今後関わってくる相手と歩み寄らないわけにはいかない。

「承知致しました。午後イチでどちらの会議室ですか？」

『ありがとな。15階の打ち合わせ室Ｂを１時から30分取ったから、よろしく』

「はい、では午後よろしくお願い致します」

　電話を切ると、無意識に息が漏れた。

「……宮下さん、今のって」

　電話中から隣の視線が気になってはいたが、やはり心配そうに梨佳を見ていた。

「うん。午後ちょっと打ち合わせで技けるね」

「大丈夫ですか？」

「うん、大丈夫。ありがと」

　これ以上心配かけるわけにはいかない。わざわざ「二人で」と強調したのはきっと、仕事の話だけではないんだろう。確かに二人のほうが打ち合わせは捗るかもしれない。しかしほとんど黙ったままの湊斗が意見を出して時間を延長させるなんてことは考えづらい。

会議以外のことがなにかある、なんて。

杞憂に終わればいいのだけれど。




　午後１時になる前に席を立つと、やはり湊斗は心配そうに梨佳に声をかけた。「大丈夫だから」と笑いながら背を向けた。

　大丈夫。別に暴力されるわけでもないし、ただ昔のような言い合いにはなるかもしれないけれど、今は昔よりもどちらも大人だ。多少の嫌味はスルーできる。前は情けないことに泣いてしまったけれど今回は心の準備ができている。

　会議室Ｂへ到着し扉を開けるとすでに津山が待っていた。よくよく考えてみるとこの会議室は４人用たった。前よりも断然狭い。

「お疲れ様です」

梨佳は警戒をみせ、津山の斜め前の席に座った。

「お疲れ」

　梨佳を見上げずに書類を見たままだった津山が顔を上げた。

「この前は悪かったな。ちょっとイライラしてて。今日はちゃんとサンプル持ってきた」

「……はい」

　取り出したカラフルな紙が何枚も机に並べられる。明るい色合いのもの、渋くクールなもの、かわいいものまでさまざまだ。

「すごい、かっこいい」

　つい洩らしていた。

「だろ？」

　津山が得意げに笑う。

　悔しいが、彼らの作るものは一流だ。人をひきつけるキャッチコピーとデザイン。経過は確認していたが、想像以上の出来だった。

「んじゃこれ渡すからそっちで検討して」

「はい。素晴らしいものをありがとうございます」

「ん。……で、本題だが」

「はい？」

　伸ばされた手が、ボールペンを持っていた梨佳の手に重なる。

「久しぶりに顔見て思った。なあ、俺らやり直さない？」

「……」

　梨佳は目をまるくする。ケンカするかもとは考えていたかまさか復縁の話をされるとは思わなかった。今まで連絡もないし、別れてからほとんど顔を合わせていなかったというのにどうして。

「なんて今さら。あんなに嫌味言っておいて」

　決定的なのはあれだった。こんな奴と別れて正解だ、とまで思わせるような態度をとっておいて、ムシがよすぎる。

「……あれは嫉妬だって。お前が男連れてくるから」

「仕事でしょ？　当たり前じゃない」

「だからって噂の彼と仲良く座ってんじゃねーよ」

　拗ねたように言われて、昔だったら嫉妬をうれしく感じたかもしれない。でも今は、うれしいなんてことは微塵も思わなかった。ただ津山のことが理解できなかった。

　全部、今さらだ。

「とにかく、私はそんな気ないから」

　資料を手に立ち上がり、会議室を出ようとする。こんな話時間の無駄だ。

「待てって」

「っ、離してよ」

　力強い手に腕を掴まれる。ごつごつとした男の手にぞっとした。あんなにふれ合ったはずの身体はもう嫌悪しかない。

「わりと本気だから……考えといて」

「……」

　最後に真剣な表情を見せて、津山は先に会議室を出る。忙しいのは事実なのだろう。打ち合わせも３０分も経たないまますぐに終わった。サンプルはかっこよくて、きっと部内の人もよろこぶだろう。でも梨佳の頭の中はそれどころではなかった。

　まさかやり直そうと言われるなんて。

　あんな酷い態度を取っておいていったいなんなんだと頭を抱えたくなる。梨佳の中では断ることしか考えていないのに、最後の表情が気になった。自信家で、強気な彼の見せた弱々しい顔は初めて見た。




　自席へ戻ると湊斗が待ってましたとばかりに話しかけてきて、お菓子をくれた。ありがとう、と受け取った梨佳の顔はうまく笑えていなかった。湊斗や他の後輩が何を話しかけてきても集中できず、頭の中は他のことを考えている。

　考えているのは、どう断ろうということだ。一度断ったのに考えといてだなんてずるい。考えるしかなくなるじゃないか。はやく断ってスッキリしたい。でも、今はまだ顔を見たくない。梨佳は隣の席の視線など忘れ、長い長いため息を吐いた。







　今日はまっすぐ帰ってはやく寝よう。明日は土曜日だからたくさん眠ろう。そして掃除をして長風呂して、嫌なことは忘れてリフレッシュするんだ。

　そう思っていたのに、足が向いた先はカフェブランシュだった。甘いものが食べたくなったのは言うまでもない。扉を開くとカランカランと音がする。店内は軽快なＢＧＭが流れて、コーヒーの匂いと甘いクリームのような匂いが混ざり合って癒やされる。今日の店員は湊斗の兄ではなく、女性だった。案内された席に座り、一息つく。今日はどのケーキを食べようか。あのショートケーキも食べたいけれど、この前のタルトもいい。ベーシックなチョコレートケーキやチーズケーキもいいし……と悩んでいると、コツコツとこちらへ向かってくる音がした。

「何かありましたか」

「……え」

「いらっしゃいませ、宮下さん」

　店員さんだと思っていたら、湊斗だ。

　でもあながち間違いではない。

　彼は店員の格好をしていた。白い清潔感のあるシャツに、腰に黒いエプロンを巻いている。全体的にシックな装いだった。

「白崎くん、店員さんだね」

「はい。今日は手伝いで」

　テーブルの上に水が置かれた。

「仕事終わりなのに大変だね」

「まあ……慣れました。ご注文うかがいましょうか？」

「ごめん、まだ迷ってて」

「よかった」

「え？」

「新作があるので、僕の部屋に来ませんか？」







　通されたのは普通の男の子の部屋だった。男の人というよりは、まだ男の子っぽさが残っている。物を大事にする性格なのか、昔から使っていそうな勉強机やベッドだった。紺色のカーペットが敷かれ、中央に小さなテーブルがある。梨佳はその正面に正座している。

　どうして彼の部屋に来てしまったんだろう。カフェでお茶をする予定が、どうして。

　ガチャリと音がして、湊斗が部屋に入る。

「これ、新作です」

　ミニテーブルに置かれたベージュのお皿の上には、ちょっと不恰好で、シンプルなベイクドチーズケーキが乗せられていた。メニューのものや、お店に並べられているものとはだいぶ見た目が違う。素人が見てもわかるくらいだ。

「これって……」

「わかりました？　僕が趣味で作ったものなんです」

「白崎くんが？」

　梨佳はチーズケーキと湊斗を交互に見やる。

「まあ、挑戦してみました。恥ずかしかったから、店内では見せられなくて。こんな見た目

の悪いもの他のお客さんに見られたら店の評判落ちちゃうし」

　照れくさそうに笑う。

　どうして手作りのケーキを食べさせてくれるのだろう。なにをしたわけでもないし、食べたいと言った覚えもない。

「じゃあ、ごゆっくり」

「え？　ちょっと」

　いろいろなことを訊こうと思っていたのに、彼はすぐに部屋から出て行ってしまった。そういえば彼は制服を着ているから仕事中なんだ。それなのにわざわざ部屋に連れてきてくれた。もしかして、また励まそうとしてくれたのか。とりあえず梨佳は目の前の不恰好なケーキを頂くことにした。

　フォークを剌すと少し硬い。一ロ分切って口に運んだ。

「あ、おいしい」

　見た目は少々悪いけれど、味はおいしかった。まったりと濃厚で甘く、けれど重くない。ほんのり香るのはレモンの香りだった。香りがさわやかなのでチーズをさらにさっぱりとさせていた。梨佳は自分でお菓子を作ったりしないので素人がこんなにおいしいものを作れるのが驚きだった。もう少し改良したらきっとお店で出すものとそう変わらないだろう。

　センスがあるのか、あのお店で育ったからなのかはわからないが、あんまり作れないと言っていたわりに、きちんとおいしい。

　用意してくれた紅茶と一緒に頂いていると、再びドアが開かれた。

「お待たせしました」

「えっお仕事は？」

　戻ってきた湊斗はまだ制服のままで、また仕事中に抜け出してくれたのかと不安になる。

梨佳のことを気にして仕事に集中できないのではないか。

「もう僕の仕事は終わりました。着替えがこの部屋にあるので、このままですみません」

「あ……」

　ここは湊斗の部屋だ。着替えがここにあるのは当たり前で、梨佳がいるから着替えられないんだろう。

「あの、白崎くんのケーキおいしかったよ。ありがとう」

「本当ですか？　作ったことなんてほとんどないから不安だったんですけど、一応兄と兄のお嫁さんにアドバイスをもらいながら作ったのでまあなんとか形になりました」

「十分おいしかった。ありがとう」

「よかった」

　湊斗はやわらかい笑みを見せる。

　ああその笑顔癒やされる。ぽつりと思った。

「あの、宮下さん」

「ん？　どうしたの」

　梨佳の隣に同じように正座をして湊斗がじっと見つめてくる。真剣な表情に胸が高鳴った。ここは彼の部屋で、今二人きりだ。よくよく考えてみるとなんて大胆なシチュエーションなのだろう。

「あの、僕は次男です」

「え？　ええ、うん」

　突然なんの話だろう。

「だから、この店を継ぐことはないんです。でも両親や兄たちがお菓子を作っているのを見ているのが好きだし、食べるのも好きで、だから、いつかなにかで役に立てるんじゃないかと思って、あの会社に入りました」

「うん」

　真面目な顔で語られる彼の思いが胸に響く。人生相談でもされるのかと梨佳もつられて真剣な表情を作る。

「本当はもっとちゃんと兄を手伝ったほうがいいのかなって悩んだし、広報っていう仕事が自分に合うのかも不安だったんですけど、宮下さんが教育係になってくれてよかったと思いました」

「……ありがとう」

　純粋にうれしい。時には厳しくすることもあるので後輩からは面倒な人だとか、良く思われていない自覚があった。現に湊斗のことに関しては周りの女性に睨まれたりもする。だから一人でもそう言ってくれる人がいるのは梨佳にとって励みになった。

「後輩の僕から見ても仕事に一生懸命だし、僕は全然仕事できないのに根気よく教えてくれて、褒めてくれて、うれしかったです……ちょっと前とか、最近は冷たかったですけど」

「それは、白崎くんが女の子たちとうるさくしてるから」

　それに最近では、意識していたから。

　キスなんかされて普通の顔をしていられるほど、まだ大人ではないみたいだ。

「ヤキモチ、ですか？」

「そうじゃなくて、ただ職場であれは……」

「好きです」

　唐突で、ストレートな告白。

「僕とつき合ってくれませんか」

　まっすぐ、ひとみの奥を覗きこまれているような視線。また、男の顔をしている。服装が服装なだけに、同じ職場の人であることを忘れてしまいそうになる。

「で、でも白崎くんモテるんだから、女の子に困らないでしょ」

「モテないですよ？」

「え、まさか……自覚ないの？」

　あれだけ女の子に囲まれておいて？

　気づいていないなんてまさか。

「？　職場のみなさんからは弟扱いですし、社外だと女友達はほとんどいなくて……」

　この人はいったい何を言っているんだろう。弟扱い？　確かにそういうところがある人もいるかもしれないけれど、あれは明らかに彼を狙っている人たちばかりだった。みんな、湊斗と仲良くなりたくて、どうにか理由をつけて話しかけたりしていることに。一切気づいていなかったというのだろうか。あんなあからさまなアプローチに。

　湊斗もいい気になっているものだと思っていた。

　でも彼はもしかして、ただの天然――。

「いや、そんなことどうでもいいじゃないですか。僕は、宮下さんが好きなんです」

　じりじりと近づく距離。膝の上でにぎりしめていた手に、彼の手が重なる。想像していたよりも大きくて、男らしい手だった。

「あの、津山さんとまたなにかあったんですか？　打ち合わせから帰ってきてから宮下さんぼーっとしてますよね」

「そ、そうかな」

「もしなにかされたんだったら僕が仕返ししますから」

「仕返しって」

　くすりと笑ってしまった。仕返しって、子どもみたいな響きでかわいい。湊斗にほだされてしまった梨佳は悩んでいるのがバカらしく思えてきた。大した話ではないのに重く考えていた。きっぱりと断ればいいだけの話だ。

「誰にも言わないでほしいんだけど」

「はい」

「津山さんとは……前に、つき合ってて」

「い、いつですか」

　突然慌て出す彼にまた梨佳は笑ってしまった。

「白崎くんが入社する前だよ」

　それよりももっと、何年も前の話だ。

　再度顔を合わせたからといって、ときめきなんてものは一つも降りてこなかった。湊斗に話す内容ではないのかもしれないが、悲しいかな今のところ相談をしやすいのは涙を見られた彼しかいない。

「久々に話したと思ったらあんな嫌味言われるし、やり直そうって言われるし、なんか混乱しちゃって」

「やり直すんですか？」

「まさか、そんなこと、んっ」

　近づいた彼に、一瞬でくちびるを奪われる。

　二度目のキスだ。

「……あの人じゃなくて、僕にしておけばいいじゃないですか」

　腰をぐい、と引き寄せられて、首と後ろ頭を支えられ、近づく。その衝撃に目をぎゅっとつむると、思ったよりもやさしいキスが落ちてきた。くちびるの表面に吸い付くみたいにキスをされる。ふれるだけのキスなのに梨佳の頭の中はもう痺れていた。甘く、ケーキのような匂いがする口づけだった。梨佳が抵抗をしないと知るや湊斗のキスは次第に熱くなっていく。

「ぁ、んんっ」

角度を変えて何度も何度も押し付けられるくちびるの温度が上がっていく。

　最初は、ただ驚いて動くことができなかった。

　次に、抵抗しようと考えた。

　最後は、キスに翻弄されて力をなくしていた。

　どうしてふれるだけのキスなのにこんなに溶かされるみたいになっているんだろう。しかも年下だ。納得がいかない。けれど心とは裏腹に、身体はもう彼に翻弄されるままだった。荒い息を吐きなから繰り返されるキスは、終わりが見えない。

「……嫌がらないんですね」

　甘い囁きには答えられなかった。

　どうして抵抗をしないのか、自分が一番よくわかっていない。

　キスをされて抱きしめられて、告白をされた時。確かに彼のことはなんとも思っていなかった。今だって好きかと聞かれれば、「後輩としては好き」くらいのはずだ。なのにキスをして嫌悪感を一切抱かないのはどうしてなんだろう。

「なら、もっとします」

「っ、」

　湊斗の顔があまりに扇情的で、うっとりと目を細めると彼の喉仏が上下した。

「……なんか、混乱する」

　小さくつぶやいて、彼の手が梨佳の顎にかかる。くちびるをぺろりと舐められると息を漏らすくちびるが薄く開いた。その間から湊斗の舌がもぐり込んでくる。ぞくぞくとして肌が粟立つ。咥内を舐る舌が梨佳の頭をとろけさせた。悲しいことに、こんなキスをするのは久しぶりだった。そのせいか、キスってこんなに気持ちいいものだっけ、とぼんやりとした頭で考える。こんなに、なにもかもどうでもよくなるような、思考も身体もとろけてしまうようなものだったっけ。

　梨佳は混乱しながらも抵抗することはできずに受け入れていた。湊斗の舌が梨佳の舌を絡めとり吸い上げると目の奥か痺れた。ぽろぽろと、生理的な涙がこぼれる。身体は力をなくし、湊斗にもたれかかると腰にあった湊斗の手が背中に移動して、支えながらゆっくりと押し倒される。

　カーペットに背中をつけても、くちびるが離れることはなかった。普段のやわらかい物腰とは異なり、激しく求めてくるギャップに梨佳は混乱していた。

　草食男子だと思っていたのに、意外と獣だ。

「……っ、は、ぁ……」

　湊斗の息が漏れる。瞼をひらくと、切羽詰まった表情の彼と目が合った。

「……もう止まれません」

「えっ」

　驚いている隙に彼の手が梨佳の鎖骨辺りを撫で、そのまま降りて、胸の膨らみを撫でる。びくりと腰が跳ねた。まさかそんなことまでされるとは想像していなかったが、互いに大人だ。キスだけじゃ済まないことだってある。

　でも、本当にキス以上のことをしてしまっていいのか。だって相手は職場の後輩だ。しかもつき合っているわけじゃないし、こんなことをして、良いわけがない。仕事に支障が出たら嫌だし、津山とのように気まずくもなりたくない。彼はいい後輩だ。女性関係でいろんなことがわかっていない部分はあるが、案外しっかりしているところもある。仕事も見て覚えて、成長している。そんな彼を会社で居づらくさせてしまってはだめだ。

「ま、待って」

　梨佳はようやく湊斗の胸を押し、拒んだ。

「今さら抵抗しても遅いです……もう、火がついちゃいました」

　しかしもう遅かった。彼の目は獲物を射抜く獣だ。その顔をいったいどこに隠していたのだろうか。まるで人が変わったようだった。抵抗虚しく、再びくちづけられる。上から押さえつけるようなキスは、一切逃げ場がなかった。

「宮下さん、好きです」

　甘いささやきが溶ける。

　彼の口から紡がれる告白は耳心地がいい。あの女の子たちが夢中になるのもわかる。いいや、きっととっくにわかっていた。彼の笑顔にほだされた時から。癒やされる笑顔と、心地のいい声。やさしい物腰。すべてが女性を惹きつける要素だ。

　でもあの子たちはきっと、彼のこんな表情を知らないんだろう。

　こんな顔をして求めてくる彼を。

「だ、だめだってば。白崎く」

　キスの合間に告げても彼は何も言わない。むしろ抵抗すればするほど激しくなっていく。手のひらは遠慮なく胸を撫でまわし、服の隙間から手を差し入れてくる。素肌に彼の手がふれた時あまりの熱さに火傷するかと思った。くちびるは捕らえられたまま舌を絡めて、息が苦しい。

　下着の上から撫でていた手はついに下着をずらしてしまう。あ、と思った時にはもう遅く、彼の指先が、梨佳の胸の先端を捕らえる。

「んうっ」

　腰が浮いて、声か漏れる。

「……やわらかい、気持ちいい？」

　耳元で囁かれる声も聞いたことがない甘さだ。本当に目の前にいるのは白崎湊斗なのだろうか。

「や、だ」

　答えたくなくて首を振ると、彼はくすりと笑った。服を脱がし、下着をずらされて肌があらわになる。手で隠そうとするが両手を掴まれ、カーペットに縫い付けられた。

「もっと見せてください」

「……っ、や」

　腰をくねらせても覆いかぶさっている身体からは逃れられない。降りてきたくちびるは首筋を舐め、鎖骨を舐め、汗ばんだ胸を舐める。びくびくと震える身体はいまだ押さえられていて動けない。

「んう！」

　舌先が胸の先端にふれ、一層腰が跳ねた。上下のくちびるで食むようにして先端をすくう。淫らな声が漏れてしまいそうで必死にくちびるを噛み締めるけれど、隙間から息が漏れて一緒に甘い鳴き声が漏れる。職場の後輩にそんな場所を舐められているなんて、少し前には想像もしていなかった。

「はぁ……やばい」

　小さな声が聞こえた。

　湊斗の手のひらが梨佳の胸をすくい上げ、揉みしだきなから、色づいた先端を口に含む。もう両手は縫い付けられていない。なのに抵抗ができないのは、刺激のせいだ。湊斗の肩を押そうとしても刺激を与えられれば力が出ない。抵抗する言葉も、嬌声に紛れて輪郭がぼやけたままだ。

「宮下さん、好きです。ほんと、すごい好きだ」

「っ、ん、ぁ」

　いったいいつから？　そんな態度なんて少しも見せなかったくせに突然そんなことを言われたって信用できない。普段から女の人に囲まれているから余計に。もしかしたら女の子たちの気持ちに気づかなかったのも嘘かもしれないし――。

「なに、考えてるんですか？　津山さんのこと、ですか」

「え？　ち、ちが……んっ」

　胸の先端を甘く噛まれた。びりりとした刺激に声が上がる。

「硬くなってる」

　淫らな囁きに梨佳の顔は赤く染まる。視線を下げると自分の肌を舐めている湊斗と目が合った。恥ずかしくて顔を覆う。恥ずかしくて、もうやめてほしいと思うのに、身体の奥のほうが勝手に疼く。

　なんとも思っていないはずの人なのに感じてしまっている自分自身が許せない。でも、身体のことはコントロールしようがなかった。声は勝手に出るし、身体はびくびくと跳ねる。思考が溶かされていく。舐めている片方の胸を湊斗の指先が摘み、くりくりと動かす。

「あ、あっ」

　声が次第に大きくなる。身体の中心が熱くなって、太ももをこすり合わせた。胸ばかりを攻めたてられて身体はもう麻痺している。湊斗の手が胸から降りてきて、おなかをさすり、そのまま下がる。スカートを捲くりあげ、太ももを撫でる。ぞくぞくとして、それ以上のことはまずい、と思いながら期待している自分がいた。太ももの間を手が上下し、感触を確かめるように動く。くすぐったいとは思わなかった。ただ、熱を帯びている中心がただただ疼く。いけない、だめだと頭の中で叫びながらもはやくふれてほしいと震える。矛盾だらけで混乱していた。もし相手が津山だったとしても同じことだろうか。ふと浮かんだ考えは、湊斗の手によって取り払われた。

　指先が、ストッキング越しの下着の上を這う。割れ目に沿って動かされると腰は震え、いっそう高い声が上がってしまう。

「声、抑えてください。下にお客さんいるから」

「――っ！」

　そうだ。ここは湊斗の部屋ではあるけれど、カフェの２階だった。下には店員さんと、お客さんがいる。その人たちに声を聞かれるわけにはいかない。だからもう、さわらないでほしい。

「じゃあ、離して？　お願い」

「もう無理です」

「あっ」

　湊斗はストッキングをウエスト部分からするりと脱がせてしまう。これを脱がされてしまったら本当に、あとは下着だけだ。彼の指先はすぐに梨佳の下着の隙間から入り込んできて、直接秘部にふれた。くちゅり、と水音が響き恥ずかしさで全身が燃えるように熱くなる。しかも湊斗に顔をじっと覗き込まれて、視線が合うと目を細めた。心臓がきゅう、と締め付けられるようだった。下着の中でうごめく指先は隠れた敏感な芽を見つけ出し、遠慮がちに指で弄る。たった少しの剌激なのに、ふれただけで腰は跳ね、声を抑えるのが苦しい。ふーふー、と漏れ出る息はまるで動物のようだ。

「宮下さん、気持ちいい？」

　じっと見つめられて梨佳は顔を背けた。

「や、見ないで」

　もうこっちを見ないでほしい。

　こんなことをされている時の顔なんて、きっとぐちゃぐちゃになっているはずだ。生理的にこぼれる涙でメイクは落ちているだろうし、見られたくない。でも湊斗は何も言わずじっと見つめながら、秘部を弄る。水音が大きくなっていくと、やさしくふれていた指は蜜口の中へと入ってくる。全身がきゅうと収縮するのが自分でもわかった。

「っ、指すごい締め付けられる」

　つぶやく彼の言葉はひたすらいやらしかった。

　締め付けてしまったせいで中に指が入ってくる感触がわかる。肉をかき分けて奥へと侵入してくる指に梨佳は熱い息を漏らした。痛みはない。ただわずかな圧迫感はある。なにせ、恥ずかしながら男性との行為も久しぶりだった。津山と別れてからは一度もない。もう何年になるだろう。

「っ、あ」

　湊斗の指が引き技かれて、再度中へと入ってくる。徐々にはやくなるスピードに、とうと

う手の力もなくし口を押さえることができなくなってしまった。でも声を漏らしてはいけない。だから梨佳は必死にくちびるを噛み締める。切れて血が滲んでしまうんじゃないかと思うくらい、強く噛んだ。梨佳の様子を見ていた湊斗はすかさず梨佳にくちづける。

「噛まないで。僕が、塞いでおきます」

「……んっ、ん」

　キスをされてしまったら逆効果だ。

　息がしづらくなって、呼吸もうまくできなくなる。咥内に舌が入ってきて絡めとられると、

酸素が足りなくてくらくらした。全部が全部やさしい動きであるはずなのに追い込まれている気がするのはなぜだろう。

　梨佳の蜜口を行き来する指は激しく動き始める。中の壁をこすり上げられ、敏感な場所に

ふれると目の奥がチカチカと光った。しまいには挿入を繰り返しながら隠れた芽を弄られ、

梨佳はくちびるを塞かれたまま全身を痙攣させ、あっけなく達してしまった。

「ふ……は……あ」

　くちびるが離れていくと、互いの舌を銀の糸がつないでいた。

「……宮下さん、かわいい」

　余韻を残し何度も何度もキスをされる。梨佳はくたりと身体を弛緩させていた。後輩になんという姿を見せてしまったんだろう。恥ずかしくてはやく逃げ出したい。でも身体はまだ思うようには動かなかった。

「僕も、いいですか」

　何が「いい」のかと目を開くと、湊斗はエプロンを外してスラックスのベルトを外した。チャックを下ろし前を開き、自らの熱をさらけ出す。梨佳は目をまるくした。こんなにやさしい顔をして、やわらかい物腰で、でも男の部分は逞しかった。隆起したそれは勃ち上がっていて、震えていた。

　梨佳の足を大きく開き持ち上げると、濡れた秘部があらわになる。いやだ、と隠す隙もなく、湊斗の熱が入り口へと押し付けられる。熱を持った性器の熱に身体がぴりりと痺れるようだ。

「あ、持って」

「持てません。だって宮下さん、すごい気持ちよさそうだから」

　ぬるぬると入り口を往復する熱は聞かれた蜜口に吸い込まれるように入ってしまった。先端の大きく張った部分を押し込みきると、あとはもう奥へと侵入してくるのみだ。達したばかりの梨佳は少し内壁にふれるだけで腰をくねらせる。

「……やらしい……」

　湊斗が小さくつぶやき、腰を押し進める。汗をかき、息を吐きながら切羽詰まった表情を見

せる彼の顔は男そのものだった。全長を収めると、梨佳の頬を撫でキスをする。

「ン……つらく、ないですか」

　こくこくと首を縦に振る。

　つらくはない。痛みもない。ただ、圧迫感で息が苦しいのと、どうしようもなく身体が切なくなっていた。受け入れた熱はびくびくと脈打ち、梨佳の中を刺激する。耳元で湊斗の息遣いが聞こえるたびに内側が収縮する。

「あっ……」

　何も言わずにゆるゆると動き始める湊斗に、声を上げた。誰かに聞こえてしまうなんてことはすっかり忘れていた。再びくちびるを塞がれて、そのまま律動は繰り返される。十分太く硬くなっていた熱は、中を行き来するたびに膨張している錯覚に陥る。圧迫感は増え、同時に刺激も増長される。

「ん、んんっ！」

　勢いよく奥を貫かれると、キスをしていながらも叫びそうになる。

「宮下さんの、中、すごい、気持ちいい……っ」

　足を抱えて腰を打ち付けてくる湊斗の表情も余裕などなかった。キスをしながら唾液を交換しなから、荒い息を吐き出す。つながっている場所からは濡れた音が規則的に響いた。

「も、もうだめ」

　一度達したのに、すぐに限界がおとずれる。その声が聞こえたか聞こえていないかわからないが、湊斗の動きは激しくなる一方だった。中をこすり上げ、肌のぶつかる音がする。足を抱えていたはずの手は梨佳の胸まで伸び、ふくらみを包むように貪る。キスをしたまま、つながったまま、ふくらみを揉まれて梨佳は嬌声を上げる。

　ごりごりと中を貫かれ湊斗を締め付ける。

「……っ、く」

　湊斗が苦しげに呻く。

　梨佳はもう白く弾けてしまいそうだ。

「……っ、も、だめ……あっ」

　びくんびくんと腰を仰け反らせて二度目の絶頂を越えた。少し遅れて、湊斗の低く呻く声が聞こえたのと同時に腰をびくびくと震わせ、達したのがわかった。







「……ん」

「宮下さん、おはようございます」

　瞼を開き声の方向を向くと、すぐ横に湊斗がいた。どうして同じベッドに彼が？

「え、あ、あ！」

　そうだ。思い出した。

　昨日、梨佳は湊斗と身体を重ねてしまって――。そのまま眠り、朝になってしまったんだ。見ると男物のパジャマを着せられていた。これはどう考えても湊斗のものだろう。下着はつけてないからどこか心もとない。

「ヘヘ」

「ど、どうしたの」

「いや。しあわせだなあって」

「……っ」

　そんなゆるゆるの顔をしないでほしい。しあわせって言葉を開く前に、「ああしあわせそうだ」とわかりやすい顔を見せないでほしい。どういう顔をしていいかわからなくなる。

「ご、ごめん私帰らなくちゃ」

「いいじゃないですか。今日は休みだし、ゆっくりして行ってください。下のカフェで朝食でも食べて、僕とまったり過ごしましょう」

「む、無理。だめ！」

　梨佳は顔を真っ赤にして、全力で拒否をした。

　散らばっている自分の服をかき集め、部屋を出ようとしたが自分が今、彼のパジャマを着ているのだと気づいてさらに慌てる。

「あ、あの着替えたいんだけど」

「見ないようにしてるので、どうぞ」

「え……」

「だってトイレは下の階だし、部屋を出ると兄たちと会うかもしれないです」

　梨佳の気持ちをよくわかっている。着替えなんてしているところを彼の家族に見られたらまずい。彼女だと紹介されたわけでもないし、実際彼女なわけでもないのだ。梨佳は大人しく部屋の隅を借りて着替えることにした。

「み、見ないでよね」

　彼はそういうところはきっと守ってくれると思うが、念のため再度忠告をして着替えを始めた。パジャマを脱いで、下着をつけて、昨日と同じ服を着る。着替えながら、なんであんなことをしてしまったんだと後悔の念に駆られていた。身体のいろいろなところにキスをされるのがたまらなく気持ちがよくて、うっとりとしたまま彼を受け入れてしまった。本当はいくらだって抵抗できたし、本気で嫌がればやさしい彼ならやめることだってしてくれただろう。でも梨佳は拒否をしなかった。できなかったし、マズイと思っても本気で拒否をしたくなかった。

　好きでもない相手になんて軽い女だろう。

　気持ちよかったのだ。

　好きだと何度も囁かれ、やさしくふれる指先が。

　空洞を埋める彼の熱が。

　気持ちよさそうに漏れる、彼の息が。










４











　湊斗と一度身体を重ねてしまった日から、５日が経った。

　混乱と後悔のまま急いで帰宅し、土曜日と日曜日はずっと頭を抱えていた。月曜日はどんな顔をすればいいんだろうとか、自分が謝ったほうがいいのだろうか、とか、湊斗が会社の人に話してしまって、みんなに知られていたらどうしようとか最悪なパターンまでありとあらゆることを考えた。その一方で甘い行為を反芻しては身体が疼き、罪悪感を抱えた。

頭痛を起こすほどに、一日中考えていた。でもいくら考えても考えても答えは見つからないし、湊斗の携帯電話の番号も知らないので連絡の取りようがない。月曜日を待つしかない。そうやって自分を無理やり落ち着かせていた。

　月曜日、彼の態度はあまりに普通で安堵した。

　火曜日、彼のスキンシップが激しいことに気がついた。

　そして水曜日。

　彼はもしかして、恋人になったと勘違いしているのではないかと思い始めていた。

「宮下さん、お昼行きましょう」

「え？　あ、うん」

当たり前のようにお昼に誘う。梨佳も湊斗も社員食堂を利用していたため今までも行き先が同じだったことはよくあった。話しながら一緒にエレベーターに乗り込んだこともある。でも一緒に行こうなんて口にしたことなんてなかった。ましてや、社員食堂で一緒に食べることすらなかったというのに。

「ごめんなさい、宮下さんとお昼食べたいので」

　お昼に誘ってくる女の子に対して彼はそう言ったのだ。

　しかも、月曜日から数えて３日目。ずっとこれだ。梨佳が不審に思わないわけがない。

「宮下さんは何にしたんですか？　あ、てんぷらうどんおいしそうですね」

「……うん」

　あまりに自然だからそのまま受け入れてしまいそうになるが、これはただの仲のいい先輩後輩なのか謎だ。彼に促されるまま席に向かい合って座る。さっそく昼食を食べ始めるが、梨佳はちらちらと湊斗、そして周りを見た。本当ならこんな場所でする話ではないが、他にはなかなか機会かない。

「ねえ白崎くん」

「はい。なんですか？　あ、そのてんぷら一口くれませんか？」

「あとでね」

　今はそんな仲良しごっこなんてやっていられない。

「あのね、どうして毎日お昼に誘うの？」

「え？　好きだからですけど」

「っ！」

　今の発言が周囲の人に聞かれなかったか慌てて見回す。幸い、ざわついている社員食堂はこの程度の声は正面にいる梨佳以外、誰の耳にも届かないようだ。

「だ、だからって毎日お昼一緒にしてたら怪しまれるでしょ」

「いいじゃないですか。だって実際そういう関係なわけですし」

「ち、違うわよ！」

「……そうなんですか？　だって、宮下さんあんな姿見せてくれたのに」

「ちょ、ちょっと」

　だめだ。これ以上話ができない。梨佳の心臓がもたない。これ以上話をしていては何を暴露されるかわからない。周囲の人に聞こえないにしても、万が一誰かが聞いているかもしれない。やっぱりだめだ。場所を変えよう。梨佳はさっさと昼食を済ませて対策を考えることにした。正面にはにこにこした湊斗。

　本当に調子が狂う。




「ねえねえ月曜から宮下さんと白崎くんなんかおかしくない？」

　自分のいないところで名前を呼ばれて、びくりと全身が反応した。

「あっ思った！　毎日お昼一緒だしさ、怪しいよね～。前はそんなに仲良くなかったのに」

「でしょ？　なんかあったのかな」

「最近白崎くん冷たいし……」

「前々からなんでか噂あったもんね」

「え～～やめてよ信じたくない！」

　自分のいないところで繰り広げられる盛り上がった会話。梨佳は女子トイレの個室から、出るに出られなかった。ああやっぱりあんなにあからさまだから噂されているじゃないか。梨佳は何度目かわからないため息を吐いた。

　どうしよう。彼は相変わらず女子には人気があるから余計に梨佳といると目立つ。津山の話によると一度噂になったことがあるみたいだからさらにまずい。どうにか、彼を大人しくさせなくては。しかしどう話をしたらいいかわからないし、さすがに職場では切り出せない。それならまたカフェに行くしかないか……と思ったが、彼の部屋での出来事を思い起こされるのでできれば避けたい場所だった。




「……宮下さんちょっといいですか」

　仕事中であるにも関わらず湊斗のことで悩んでいると、その張本人から声をかけられた。もちろん仕事のことだろう。

「はい、なに？」

「この資料の場所でわからないところがあって」

「ああ、これは保管庫の……」

「一緒に行ってもらってもいいですか」

　彼の目は、有無を言わさない強いものだった。

　もしかしたら彼からも話があるのかもしれない。そう思わせるほど、なにかを含んだ視線で梨佳を見つめる。

「わ、わかった。カード渡すから先行ってて。キリよくなったら行くから」

「はい」

　さすがにこの状況で二人一緒に出て行くのは怪しまれる可能性があった。たとえ本当に仕事のことだとしても、だ。

　保管庫は梨佳たちが働くフロアの一階下にあり、キャビネットなどに入りきらなくなった書類などを保管するためのものだった。あまりおとずれることはないが、過去の仕事内容に関することはこの場所に来て確認をしたりする。湊斗は今社内報を作成しているからきっと参考にするためなのだろうとは思う。まあそれだけではないと思うが。

　社内全体がそうだが、保管庫に入るためにはセキュリティカードが必要だ。機密書類などがあるため誰でも入れるようにはできていない。広報では、課長以上の人、それから梨佳も持たされていた。課長たちが不在の時に入れるようにするためだ。先ほどそのカードを湊斗に渡したが、ちゃんと先に入室しているようだった。

「……白崎くん？　探してるもの見つかった？」

　保管庫は広いので人を見つけるのも資料を見つけるのもひと苦労だ。

「……」

　返事がない。どこかにいるのだろうけれど、声がしなければわからない。

「白崎くん？」

　棚の間を縫って探すが、見つけられない。こうも声がしないと不安になってくる。保管庫は広いが薄暗くて、少々怖い。

「きゃっ」

　突然背後から抱きしめられた。

　正体は確認するまでもなく、わかった。

「宮下さん……」

　ぎゅっと抱きしめられる。首筋に吐息がかかり、ぞくりとした。

「ちょっと、何してるの」

「……すみません。我慢できなくて」

　首筋を彼のくちびるが這う。ちゅ、と音を立てて肌を吸い上げる。くすぐったくて身を捩るけれど彼の腕が梨佳を捕えて離さない。

「やだ、ここがどこだと思ってるのっ」

「……だって、宮下さんのこと好きなんです」

「――ン」

　咎めようと振り返ったところで、くちびるを塞がれた。苦しい姿勢のままキスをされる。こんな場所で、誰が来るかわからないのに、キスをしてしまっている。はやく抵抗しなくちゃ。はやく、突き飛ばさないと。

「んむ……ん」

　頭ではわかっている。でも湊斗にキスをされると梨佳はすぐに自分がとろけてしまうんじゃないかという錯覚に陥り次第に何も考えられなくなっていく。ここが会社だということも、湊斗のことは好きじゃない、ただの後輩だ、と思っていることも、全部。

　キスをしたまま身体を正面に向かされて、壁に押し付けられる。するとキスは深くなっていった。こんなやさしい顔をして、こんなに激しいキスをする人なんて、誰が知るだろう。やわらかい物腰の裏に隠していたものの罪は重い。

「ぁ、だめ」

　弱い力で彼の胸を押し返した。くちびるは離れるが、湊斗の表情は切羽詰まったままだ。

「……そういうの、僕を煽ってるって、わからないんですか」

　短いキスが何度も繰り返されていくうちに、湊斗の手のひらは梨佳の胸の上に置かれる。

シャツの上から包み込まれて、シャツにシワが寄る。

「普段しっかりしてる宮下さんがそういう顔するの、たまらないんです」

「……あっ」

　だめだ。また流されてしまう。いや、流されているだけじゃない。求めてしまう。

　足の間に湊斗の右足が入り込み、動きを封じるだけでなく、スカートをずり上げ秘部を刺激し始める。キスだけで反応している身体は秘部も潤いを見せていた。湊斗のスーツを汚してしまうのに彼は気にせずぐりぐりと攻め立てる。

「ま、待って」

　こんな場所で、こんなこと。絶対にだめだ。

　声を上げたら余計に彼を楽しませてしまうとわかっているのに、抑えることなんてできそうもなかった。深いくちづけをしながら彼の手はシャツの上から胸を揉みしだき、どんどんと服がぐちゃぐちゃになっていく気配がする。やがてスカートから抜き出したシャツの隙間から手が入ってきて、ブラジャーを直接さわる。

「んっ」

「もう、勃ってません？」

「……っや、やだ」

　下着の上から硬くなった先端を指の腹で押されて声が出そうになるのを耐える。そうこうしているうちにカップの隙間から指先が入ってきて直にふれる。刺激に足ががくがくと震える。立っていられないのに、座り込もうとするのを彼の膝が邪魔をする。

「宮下さん、好きです」

　何度も聞いた言葉を繰り返される。まるで梨佳に言い聞かせるように、覚えさせるように、何度も何度も。

　深いくちづけを交わし、服は乱れ、ブラのホックが外されてしまった。彼の大きな手のひらがカップを包み、形を変えていく。膝はぐりぐりと秘部へ刺激を続けている。梨佳には、身体の中心が潤っていることがわかっていた。気持ちが悪いから脱いでしまいたいという思いと、脱いでしまったら終わりだ、という気持ちがせめぎ合う。

　ここは会社だ。しかも今は休憩時間でもなんでもない。仕事中だ。それに、戻るのがあまりに遅いと周囲にあやしまれてしまうだろう。特に湊斗がいないと女子は目ざとく気がつく。はやく戻らないといけない。でも、彼の熱は収まる気配がない。先ほどから太ももに当たる彼の欲望が、その証拠だ。ごり、と硬いものがぶつかるたびに梨佳の身体からは蜜があふれる。身体を重ねた時のことが否応なく思い出され、奥のほうがじんと熱くなる。今だってそうだけれど、彼は一度火がつくとなかなか止められないみたいだ。まったく想像つかない姿だった。梨佳がきちんと抵抗できないのも原因だろうか。

「ストッキング、脱がしていいですか」

　ちゅ、とくちびるにキスをしながら吐息混じりの声が囁く。

「……だ、だめ」

　職場でこれを脱がされてしまったらもう仕事に戻れる気がしない。

「だめ、ほんとに。仕事できなくなる、から」

「……」

　湊斗の手を押さえて、上目でじろりと睨む。本気で嫌がっていることをわかってほしい。服が乱れるだけでもいけないと思うのに脱がされてしまったら、終わりだ。

「じゃあ、これで我慢します、から」

「……ぁ」

　身体を反転させられて、スカートを捲くり上げられる。まさかストッキングを下ろす気なのではないかと焦って壁に手をついたまま振り向くが、彼はそのまま梨佳の丸い尻を撫で、ストッキングを脱がし始める。

「だ、だめだったら」

「少しだけ、ですから」

　彼は言葉通りストッキングを少しずらしただけでやめた。中途半端なまま自分の隆起した性器を取り、秘部にこすりつける。薄くひらいたくちびるからは、はぁ、と熱い息が漏れた。

「……挟んで、ください」

「ん」

　誘導されるまま、秘部に近い太ももの間で湊斗の熱を挟む。彼の昂ぶりはひどく熱い。彼はそのまま挿入するように腰を引いて、再び押し込む。足の間でずりずりと性器が動いている感覚に目の奥が痺れる。しかも彼は性器が梨佳の秘部に当たるように動かしてくる。直接さわられるより、実際挿入されるより、妙にざわつく快感があった。身体を重ねたことはあっても、こういう行為は初めてだった。

「や、これ、だめっ」

　湊斗の性器が熱のこもった秘部をこする。下着と太ももで留まっているストッキングがもどかしい。今すぐ取り払ってしまいたい。でも、だめだ。ここは会社で、今は仕事中で、彼はただの後輩だ。身体を重ねておいて今さらではあるが、梨佳のわずかな理性がだめだと叫んでいる。

「……すごい、気持ちいい、です、宮下さ……」

「んぅっ」

　後ろから耳へと囁かれて、背中が仰け反る。耳朶を食まれ、キスをされる。鼓膜にぴちゃぴちゃと濡れた音が響く。

「ぁ、やばい、もう……っ」

「え？　あ、持って」

　達してしまいそうな湊斗を振り向く。ここで出してしまったら大変なことになる。でも、彼はもう限界のようだった。

「――っ！」

　慌てて、手で白濁を受け止めた。受け止めきれず少しこぼれてしまったが最悪の事態は免れることができただろう。爆ぜた湊斗は、背後から梨佳を抱きしめたままたった。梨佳が足の力をなくし、するするとへたり込むのと一緒になって座りこんだ。梨佳の手元に視線を向けて、はぁ、と長いため息を吐き出す。

「すみません……」

　湊斗は床に膝をついて、頭を下げた。

「……ん」

　保管庫にあったティッシュと、自分のハンカチで手を拭った。それでもまだ違和感は拭えないので、洗面所に行かないと。それから、下着も濡れてしまっている。これではストッキングを脱がされたと同じようなものだ。あとでコンビニで新しい下着をこっそりと買ってこよう。

「わ、私先に戻るから」

「宮下さん！」

　大きな声で制止されて恐る恐る振り向く。

「好きなんです。わかってくれてますか？」

「……わ、わかってるってば」

　ストレートに表現されるとどうしたらいいかわからない。大人だからこそ、計算されていないまっすぐな愛情表現には戸惑う。梨佳は逃げるように保管庫から飛び出した。一人になったところで、ひっそりと大きく息を吐く。

　息も手も、震えていた。







「申し訳ありませんでした」

　電話で謝罪を繰り返す。これでいったい何度目だろう。

　梨佳はここ最近失敗が多い。酷い事態には陥らないか、ミスが多く、取引先への謝罪が耐えない。心の平穏はおとずれないし、なにより社内の空気も悪い。普段厳しい梨佳が失敗を繰り返しているものだから、他の女性社員たちからは今まで以上に敬遠されていた。湊斗との噂があるから余計に悪化している。

　梨佳はこっそりと、しかし大きくため息を吐いた。

　このままではだめだとわかっていた。

　失敗が多いのは、湊斗のことが気になっているからだ。彼のことばかりを考えているから、仕事に集中できていない。理由は明確だ。梨佳は彼のことを目で追ってしまうし、彼が誰か他の女性と話をしていたら余計なことを話さないかとハラハラするし、たとえ仕事の内容でも湊斗と話していたら、女性の視線が気になるし。

　全部が全部、自分のミスをそのせいにするつもりはないけれど、半分以上は原因となっているはずだ。だって、今までこんなにミスが続くことはなかった。

せめて彼が隣にいなければいい。遠いところにいれば気にならないはずだ。

　梨佳は思い立ち、すぐに上司である部長へのメールを作成した。

　席替えを提案したのだ。もちろん彼を移動させろなんてことは一切書かない。むしろ自分の仕事の都合と、全員の気分転換を提案した。さすがに私情を持ち込みすぎだとは感じたが、他の対策が思い浮かばなかった。それほど梨佳も切羽詰まっていた。男のことで仕事に支障が出るなんて、また誰かにバカにされかねない。

　メールを送信し終えるとメールソフトのリマインダーが会議を知らせる。

　これから津山との最終打ち合わせがあるのだ。部内で検討し、広告やキャッチコピーは決定した。あとは展開の仕方を模索するのみだ。ほぼ決定していることだが、最終的な打ち合わせを行いたいと、また津山から提案があった。今度は湊斗も同席していい、とわざわざ書き足してあったところが気になる。

「お疲れ様です」

　実際会った津山は、最初のトゲトゲしさはなくなっていた。変なことを言い出す雰囲気もなく、打ち合わせは順調に進む。

「津山さんたちの広告、とても好評です。ありがとうございます」

「いえいえ、そちらのアドバイスが効きました。こちらこそお礼を言うべきです」

　まったくどうしたらこんな和やかに進むのか、あの時の自分に教えてやりたい。湊斗は一人どこか納得いかなそうに難しい表情を浮かべたままだったが、彼らの広告の出来には感服していたし、言い合いなどにならないに越したことはない。

「ありがとうございました」

　不思議なもので、最後はちゃんと笑顔で挨拶できるようになっていた。書類を仕舞い、席を立つと津山がにやりと笑む。

「……そういえば梨佳。返事保留のままだけど？」

　津山に名前を呼ばれた。再会してからずっと苗字だったのにどうして突然。正直なところ、返事のことはすっかり忘れていた。それよりも湊斗との出来事のほうが梨佳を夢中にさせていたのだ。返事は決まりきっているし、湊斗の前で答えてもいい。そう言うつもりで息を吸った時だった。

　手を湊斗に掴まれた。まるで手をつないでいるように。

「彼女のことは諦めてください。僕たち、つき合ってますから」

「……」

　津山は閉口した。梨佳も、ぱちぱちと瞬きを繰り返す。

「行きましょう、宮下さん」

　立ち尽くしたままの津山を残し、手を引かれるまま歩き出していた。

「え、ちょっと、白崎くん！」

　会議室を出ると人の気配がして、慌てて手を離す。がっちりと掴まれたわりにあっさり振りほどくことができた。自分たちのフロアに戻るため、エレベーターヘと足を進める。すぐに到着したエレベーターに乗り込むが、二人きりになってしまった。たった数階だ。あっという間に到着する。でも梨佳にとっては今がチャンスだと思った。はっきりと、態度で示さければ。

「ねえ、あんなこと言うのやめて。つき合ってるつもりないから」

「……」

　はやく伝えようと慌ててしまい、思ったよりも強い口調になってしまった。彼はひどく沈んだ表情を見せた。

「……あ」

　一度言ってしまった言葉は訂正が難しい。梨佳はどうフォローしようかと考えあぐねる。しかしつき合っていないのは事実だし、身体を重ねるのだってまずいと思っている。一度きっちり話をしなければいけないと思ってはいたがタイミングを間違えた。こんな場所では、じっくり話なんてできるわけがない。

「わかってました。わかってて、宮下さんに触れるのがうれしくて、調子乗りました。すみませんでした」

　エレベーターの到着音が響く。

「あの……あっ」

　ドアが開いて、梨佳と目を合わせることなく、彼はすぐに飛び出した。一人取り残された梨佳は湊斗の背中を見つめなから罪悪感に押しつぶされそうだった。

　オフィスヘ戻ると、広報部全体が騒がしかった。みんな立ち上がり、ざわついている。何事かと部長に声をかけると、背の小さく小太りの部長は快活に笑った。

「宮下くんが提案してくれた席替えをさっそくやろうと思ってね。新しい座席表作ったから、これ見て移勤して」

「えっ」

「最近仕事の効率も悪くなってるようだし、気分転換は必要だな、うんうん」

　彼は満足げにうなずく。確かに提案したのは梨佳だが、こんなにはやいとは思わなかった。部長が考えた座席表は正直業務のことなどほとんど考えずに作られたというのがまざまざと見えて、湊斗とは遠く離れた席になっていた。彼と離れるために提案したことではあるが、湊斗とは最悪の状態のまま席が離れることになってしまった。安易に席替えなんて提案するんじゃなかった。私情を挟んでしまったバツだろう。

梨佳は後悔していた。

　あんな傷つけた顔をさせてしまった。

　先輩として、女としても最低なんじゃないだろうか。流される、と言い訳をしながら自分だって彼を求めていたくせに。

　全部彼のせいにして。









５











　席替えの日から10日ほどが経過した。

　湊斗の教育係というのは変わらないので話をすることはあるが、彼は梨佳と目を合わせようとはしなかった。そのたびにちくりと胸が痛む。必要最低限のことしか話をしないし、前の態度に戻ったというよりは、仲は悪くなっていた。目をそらされるたび、冷たい態度を取られるたび梨佳は後悔し、悲しみに暮れる。彼がやさしいからって、何を言っても傷つかないとでも思っていたのだろうか。

　梨佳と湊斗の関係が悪くなる一方で、湊斗は以前にも増して女の子に囲まれるようになっていた。座席のせいもある。部長がなにを考えているのか知らないが、湊斗のまわりには特に彼を慕っているであろう女の子たちが配置されてしまい、毎日おしゃべりで忙しそうだった。しまいには他部署から文句が出るくらい、おしゃべりに夢中みたいだ。彼女たちが好き勝手できるのは、梨佳が離れているから、というのもあるだろう。監視役がいなくなって、思う存分はしゃぐことができる。梨佳から遠くの席ではあるが、声が届いてくるし彼が話している様子も見え、以前のようにイライラしていた。あまりに酷い時は梨佳が注意しに行くが、席が遠いので言いづらいというのが本音だった。

　でも、イライラする。

　せっかく新商品の広告がかっこよく出来上がって、広報活動もまあ順調でやる気は出るのに、彼女たちと湊斗の顔を見るとすぐにやる気などどこかへ行ってしまって、イライラするし、ちくちくする。仕事に集中できない。

　そんな日々が10日も経てば限界がくるというものだ。

　金曜日だし、梨佳はケーキを食べに行くことにした。

　でもブランシュには行けない。もし湊斗に会ってしまったらまた傷つけた顔をさせてしまうことが怖い。仕方がないから、会社近くのカフェに行くことにした。もう会社の人にばれたってどうでもいい。

　仕事は残っていたが定時で上がり、ネットで調べたケーキがおいしいらしいカフェヘと向かう。思えば甘いものを食べるのは久しぶりかもしれない。隣の席の人は甘いお菓子をくれることもなくなったし、以前のように梨佳は社内で食べる習慣もない。カフェヘ到着し、メニューを見ると、ケーキのラインナップは多く、どれもおいしそうだった。沈んでいた気持ちが浮上する。

　選んだのはオーソドックスにショートケーキにした。このお店の看板メニューらしい。いちごが乗った大きなショートケーキはひと口食べて、首をひねった。

　ネットでの評価も高く、金曜日の夜だというのにお客さんも多い。なのに、梨佳の舌には

合わなかったのだろうか。あまりおいしく感じなかった。クリームはもったりとしていて、甘すぎて口の中が麻痺してしまいそうだ。少し残して一緒に頼んだ紅茶を飲む。期待外れの味に、沈んでいた気持ちはさらにずっしりと重くなる。

　どうしてこうも沈んでいるかというと、やはり湊斗のことが原因だろう。自分でもわかっていた。彼の笑顔を見ることかできないと、こんなに寂しくなる。いつの間にか彼の笑顔には癒やされていた。いや、それだけじゃなく――。

「あれ、宮下さんだ」

　名前を呼ばれ顔を上げると、社内の女の子がいた。わかりやすく湊斗を狙っている、声の

高い女の子だ。

「どうしたんですかこんなところで～」

「……あ」

　女の子の隣には、湊斗がいた。目が合って、そらされる。じくじくと胸が痛む。

「おひとりですか？」

　くすりと、笑われるのがわかった。

　会社の人にばれることなんかどうでもいいと開き直っていた。でも実際会ってしまって、笑われると羞恥で顔が染まる。

「ちょっと気分転換。じゃあ、お疲れ様」

　逃げるように席を立ち、会計を終える。背後からは「めずらしいね」と女の子の声がした。湊斗の声は、聞こえなかった。なぜか泣きそうになりながら店を出て足早で駅へと向かう。

　湊斗は、ああいう風に女の子と遊んでいるんだ。きっと最初からそうだったんだろう。だから社内でも親しくおしゃべりをするし、食べ物の話題で盛り上がっているのを開いたこともある。きっと、何度も何度も一緒にごはんに行って、もしかしたら梨佳と同じように、身体を重ねたりすることも――。

　ズキン、と胸が苦しくなり、立ち止まった。心臓のあたりに手を置いて、心を落ち着かせようとする。

「宮下さんっ！」

　道の真ん中で名前を呼ばれた。

「っ……え、白崎くん」

　振り返ると、湊斗が走り寄ってくる。久しぶりに視線が合った。

「よかった、間に合った」

　はぁはぁと息を切らせてやってきた彼の額には汗が滲んでいた。周囲を見ても、さっきの子はいない。

「……さっきの子は」

「置いてきちゃいました」

「待ってるんじゃない？　戻ってあげなさいよ」

「嫌です」

　はっきりと口にした彼の目は真剣そのものだった。

「宮下さんすみません。僕のせいでブランシュは行きづらいんですよね」

「そうじゃないよ。ただ、ケーキが食べたくて我慢できなかっただけ。……いいから、早く戻りなよ。デートなんでしょ？」

　まったく素直じゃなく、可愛くない物言いだ。湊斗が追いかけてきてくれてうれしいはずなのに、その理由が謝罪だったのが悲しいくせに、ひとつも素直になれない。

「あの人には無理やり連れて行かれただけです。そんなことより、宮下さんどうしてそんな泣きそうな顔してるんですか」

　自分の顔なんてわからない。どういう表情をしているかなんて、全然。

「宮下さん、僕のこと好きですよね？」

　自信のあるようなセリフに聞こえるけれど湊斗こそ、泣きそうだ。傷ついた表情のまま梨佳の頬におそるおそる手を伸ばす。かすかに震えているのが伝わってきた。

「僕は宮下さんのことすごく好きです。諦められません」

　泣きそうになった。

　うれしくて、涙が出そうになるのをこらえていた。

「ねえ、うちのケーキ、食べたいでしょう？」

　彼が何を訴えたいのかわかった。ケーキを理由にするなんて、彼も考えたものだ。けれどそのおかけで梨佳はようやく素直にうなずくことができた。







　カフェブランシュに到着すると、すぐに湊斗の部屋へ通された。

　「特別席です」などと言いながらも顔を赤くして部屋を去った彼がかわいいと思った。もう二度とくることがないと思っていた湊斗の部屋は、当たり前だが以前と変わりがなかった。この場所で淫らな行為をしてしまった時のことが頭の中に思い浮かばれて、否応なく顔が赤くなる。身体が、熱くなる。

「お待たせしました。どうぞ」

　梨佳はなにも言っていないのに、彼は新作のほうのショートケーキを待ってきた。先ほどのカフェで梨佳がショートケーキを食べていたからだろうか。しかも、残していたのもきっとバレてしまっているだろう。

「……これ、特別なショートケーキなんです」

「え？」

　二人分のケーキをテーブルに置いて、湊斗は梨佳の正面に座った。

「兄と僕がはじめて一緒に考えたものなんです」

　湊斗は懐かしそうに目を細めた。

「ショートケーキだけど、甘すぎなくて、いくらでも食べられるのがいいよねって二人で考えて考えて、ショートケーキはすでに一つあったけど、両親も新メニューに賛成してくれたんです。同じものがあるのにもう一つ作るって、怖かったですけどね」

　新作のショートケーキにはそんな思いが込められていたんだ。まさか湊斗が考えていたなんて思っていなかったので意外だった。

「それから特別な理由がもう一つ」

　湊斗は梨佳をじっと見つめる。熱く、射抜くような視線で。

「僕、これを食べた宮下さんを見て好きになったんです」

「え」

「本当は、ブランシュに宮下さんがよく来ていたことは知ってます。でも僕に声をかけられても迷惑だろうからあえて声はかけませんでした。ただ、いつもおいしそうに食べてくれる人だな、きっと甘いものが好きなんだろうなっていう程度でした」

　知られていたなんて、恥ずかしい。

　来店していることを知られているだけでなく、ケーキをうれしそうに食べているところまで見られていたなんて、穴かあったら入りたいくらいだ。でも湊斗の表情からは、バカにしているとか、そういう類の感情は感じられなかった。

　湊斗はテーブルに肘をついて、じっと梨佳を見つめる。まっすぐ見つめるのは癖なのだろうか。梨佳は羞恥で視線をそらした。

「でも……僕が声かけた日覚えてますか？　その前日にも宮下さんが来ていて、このショートケーキを頼んでくれたんです」

　覚えている。湊斗のことも含めひどくイライラしていたことと、新作にショートケーキなんてめずらしい、と興味を惹かれたのだ。

「すっごくおいしそうに、しあわせそうに食べてくれて、感動しました」

　え、と声にならず口だけが形づくり湊斗に視線を戻す。彼は変わらず梨佳を見つめたままだった。

「仕事ぶりを見てもともと好感持ってましたけど、あの顔見て、好きだな、って。その顔で僕のこともっと見てほしいなって思いました」

　まっすぐな告白に梨佳の心はざわつく。熱を持つ。

「好き、なんですよ」

「や、やめてよ」

「だめですか？　じゃあなんでそんなに顔を真っ赤にしてるんですか」

　顔を赤くしているなんて自覚がない。身体は熱く、手に汗をかいているけれど顔の色まではわからない。

「嫌なら、拒めばいい。僕がキスした時だって、引っ叩けばよかった。嫌ならちゃんと抵抗してくれないと、勘違いします」

　テーブルから身を乗り出した湊斗の両手で頬を包まれて、キスをされる。引っ叩け、という意味なのだろうか。

「僕のこと……どう、思ってますか」

　どう、って。

　女の子に囲まれていて、調子よく笑って、仕事があんまりできない後輩。

　でも影でちゃんと努力をしていて、家の仕事までも手伝っていて、本当はたらしとかじゃなくて天然で、草食系かと思いきや、情熱的に求めてくる、まっすぐな人。

　梨佳がイライラしていても、笑顔で癒やしてくれて、そっと甘いものをくれる人。自分よりもよほど大人だ。

　最初の印象は悪かった。でもそれは梨佳が勘違いをして、勝手に印象を悪くしていた。梨佳は冷たい態度で注意をすることもあっただろう。でも彼は素直に謝るだけだった。なのに梨佳のことを好きだと言う。

　まっすぐ見つめて、求めてくれる。

　好きだと何度も何度も伝えてくれる。

　こんな人、ほかにはいない。

「……好き、かも」

　ぼそりとつぶやいた。

「かも、ですかぁ～」

　情けない声が出て、くすりと笑みかこぼれた。

「……う、ううん。好き、だよ」

　言葉にするのはひどく恥ずかしい。大人になったから余計にこうやって「好き」だと異性に伝えるのは難しくなっていると思う。見栄やプライドが邪魔をする。

「うれしい……うれしいです。あ、ケーキ食べてください」

「うん。いただきます」

　そういえばケーキが置き去りになっていた。でも、せっかく告白をしたのに彼の反応が薄くて少しだけ残念だった。もっと喜んでくれると思ったのに、なんて自意識過剰だろうか。

　梨佳は促されたとおり、小さなフォークでまるいショートケーキを刺す。

「うん。やっぱりおいしい。ここのケーキが一番好き」

　食べるのは二度目だが、何度食べてもおいしい。この甘さと大きさだったら二つは食べられてしまうほどだ。

「僕を好きっていう顔と違いますね。ケーキのほうが好きそう」

「そんなこと……んっ」

　くちびるがふれる。舌で下唇を舐められた。

「甘いですね」

「だって、ケーキ食べてるから」

　テーブル越しに、ちゅ、ちゅ、と何度も繰り返される。

「……もっと近くに行っていいですか」

「うん」

　もう、断る理由なんてない。拒否をする必要なんてない。

　ここは会社ではないし、梨佳は湊斗のことを好きだと認めた。認めざるを得なかった。

　隣に座った湊斗は梨佳の手を握る。あんな大胆なことをしておいて今さら緊張しているのか、手がかすかに震えていた。

「抱きしめていいですか」

「聞かなくていいのに」

「だって、なんか信じられなくて……宮下さんが僕のこと好きって言ってくれたの、まだ信じられないです」

　いつかの自分のようだ。

　梨佳は湊斗が自分のことを好きだと、しばらく信じられなかった。信用していなかったともいう。なにせ彼はモテるし自分などに目を向けなくても不自由しないと思っていたからだ。

けれど次第に彼の気持ちが本物だと知り、まっすぐ向けてくれる感情に降参した。

　今では梨佳の方が好きなのではないかと思うほど、深い気持ちに落ちていた。

「……好きだよ。たくさん傷つけてごめんね」

　目を見開く。湊斗に負けないくらいに目をまっすぐ見ながら。

「白崎くん、好き」

「……あ～～～だめだ」

「ひゃっ」

　ぎゅっと強く、めいいっぱい抱きしめられた。はぁ、と息が耳をくすぐる。

「もうだめです。何言っても言うこと聞けません。どんなに抵抗しても拒否っても、聞けないので覚悟してください。せっかくケーキに逃がしてあげたのに、もう無理だ」

　必死さが伝わってくる。声までも震え、抱きしめてくる身体が熱い。バクバクと、鼓動の振動が伝わる。

「梨佳さん、好きです。好きだ」

「んん――」

　名前を呼ばれた。驚く間もなくくちびるが重なった。すぐにくちびるをこじ開けられて熱く潤った舌が梨佳の咥内を蹂躙する。今までしたキスのどれよりも激しく、欲望に任せたものだった。すばやく舌を絡めとり吸い上げる。唾液が絡む音がした。キスをしながら押し倒され、顔を固定されて深いくちづけをする。呼吸が苦しくて隙間で息を吐き、酸素を吸う。あまりの激しいキスに唾液を飲み込むことができず、口の端からこぼれ落ちる。目ざとく見つけた湊斗はそれをぺろりと舐めた。

「ン……、ずっと、名前で呼びたいって思ってたんです。これから呼んでもいいですか」

「会社以外だったら、いいよ」

　恋人になったのだと、思ってもいいのだろうか。

　まだどこか不思議で、違和感がある。まさか自分が職場の後輩を好きになるとは想像もしていなかった。

「会社でもこっそり呼びます」

「だ、めだよ、んっ」

　両頬をやさしくも荒々しい手のひらが包む。今度は小さくついばむようなキスを何度も何度も。

「好きだ。ほんと、すごく、好きです」

「は、恥ずかしい」

　ストレートに表現されると、うれしい反面すごく恥ずかしい。どういう顔をしていいかわからないし「私も」と言い返せるほど梨佳は素直ではなかった。

「……もっと……」

腰を支え身体を持ち上げられて、チラリと彼が視線をさまよわせた。その先は、湊斗のベッドだった。どくんと胸か大きく跳ねた。梨佳の反応も気づかれたのだろう。湊斗はわざとらしく、耳元で囁いた。

「あっちで、恥ずかしがる顔、もっと見せてください」







　ベッドへと誘われて梨佳は何も言えず、ただ顔を赤くすることしかできなかった。彼の手に引かれてベッドに横たわる。

湊斗が覆いかぶさってきて、再びキスの嵐が降りかかった。舌の根を吸われるとすぐに梨佳の身体は熱を持ち弛緩する。目の奥が痺れ、キスだけで達してしまうんじゃないかというくらい刺激を与えられる。一方で湊斗は気が急いているようで、荒々しく梨佳の服を剥いだ。シャツを脱がし、スカートを脱がし、ストッキングを脱がす。破くまではいかなかったが、激しい動きに我に返る。このままだと痛い思いをしてしまいそうだと思った。青い学生でもあるまいし、さすがに欲望のままにされては困る部分もある。

「ちょ、ちょっと」

「なんですか、今さら、やめませんよ」

　ふー、ふー、と獣のような息遺いだ。

「もうちょっと、落ち着いて」

「……そうしたいのはやまやまなんですけど、無理で」

　やさしい彼が見せる男の顔。まだ数回しか見ていない男の顔だ。

「だって、僕の、もう」

「っ」

　手を掴まれ、彼の下腹部へと無理やり引っ張られた。ふれたその場所は熱く硬く、すでに限界が近いことを知る。よくよく見ると湊斗の額には汗が滲んでいた。すごく苦しそうだ。

「……一度、出す？」

「え」

「……私、してみる」

「えっ、あ、あの」

　起き上がり、下着姿のまま彼の下腹部へと身体を屈める。近づくだけで熱がこもっているのがわかった。彼が驚いている隙に、ベルトを外し、チャックを下げる。恐る恐る、下着を下げて性器を露出させた。

「ちょ、宮下さんっ」

　あまりに動揺して、普段通りの苗字呼びに戻っていた。

　まさか梨佳がこんなことをするとは思わなかったんだろう。目をまるくして、けれどとめようとはしない。湊斗も、期待しているのだ。梨佳は口淫の経験は数回しかない。昔津山相手にしたことがあったけれど、「へたくそ」と怒られたきりやりたくなくなった。今も本当は自信がなかった。でも湊斗があまりに苦しそうだったからこうするしかないと――いや、こうしたいと思った。いつもまっすぐ好きだと言ってくれる彼に、少しでもお返しがしたくなったのだ。

　剥き出しになった性器をそっと手で包む。驚くほど熱かった。ふれるだけで、湊斗は息を吐く。彼の表情を見ながら手を上下させてみる。ぎこちない動きに彼は嫌がらないだろうか。チラチラと様子を窺っても、湊斗は嫌がるどころか気持ちよさそうに頬を紅潮させ、浅い呼吸を繰り返していた。安堵して、性器の先端に、くちびるを押し付けた。途端にビクンと湊斗の腰が跳ねる。

「……そ、そこまでやってくれるんですか」

　目を見開き湊斗は梨佳を射抜く。梨佳も頬を赤くしながらこくりとうなずくと、赤い舌を出してぺろりと性器を舐めた。

「ぅあ」

　また大きく反応を示す。反応してくれるのがうれしくて、梨佳は舐めることを続けた。決しておいしいわけではない。でももっとしたくなるのは、彼が梨佳に身体を預けてくれているからだ。会社の人には見せない顔をしているからだ。梨佳は舐めていた舌を先端にあて、ぐりぐりと刺激してみた。

「ぁ、やばい」

　一気に彼の全身が強張る。性器も質量が増した。うまくいくかはわからなかったけれど、口を大きく開いて、咥内へと性器を導く。太い幹を口に入れるのはなかなか難しく、津山のように痛がられてしまったらいやだな、と不安だった。

「気持ち、い……ぅ」

　先端の、少ししか口に含むことができない。でも彼は呻いた。梨佳の頭に手を当て、髪をくしゃくしゃに掻き混ぜなから気持ちよさそうに息を吐く。低く呻いて、声が漏れる。梨佳は気を良くして、もっと気持ちよくなってもらえるように懸命に舌を動かした。歯を立ててしまわないように気をつけて、顔を上下に動かす。時折口をすぼめるようにしてみたら、彼は突然慌て出した。

「ちょ、待って宮下さ、もう」

　髪をくしゃりと掴まれ、痛みを感じた。咥内でビクビクと震えている性器が白濁を吐き出すのに時間はかからなかった。

「……！」

「っ」

　咥内へと吐き出される液体はとろりとして口の中にまとわりついた。苦しかったけれど、ゆっくり時間をかけて嚥下する。その間湊斗は荒く息を吐いて、ベッドに倒れ込んでいた。

　呼吸が落ち着いたところで湊斗は起き上がりハッとした表情で梨佳の肩を掴んだ。

「まさか飲んじゃったんです、か」

「……ん」

　気づくのが遅い。飲み込むのに時間がかかったのに、彼はそれどころではなかったようだ。まだ頬が赤く、目がとろけている。

「す、すみません！　でも、やばい。うれしい」

　口元を手で覆って、梨佳をじっと見る。その言葉を聞けただけで、苦しい思いをしてよかったと思えた。

「……今度は僕の番ですね」

　肩をぽん、と押されて、ベッドに倒れ込む。彼の表情からはようやく余裕のようなものが見えた。

　下着を外し、素肌にふれる熱い手のひら。ふたつの膨らみを、両手で揉みしだく。

「ねえ、さっきの、あの人にもしたんですか」

「えっ」

「それか、もっと前の彼氏とか」

「……」

「侮しいな」

　言いながら彼は身を屈めて、胸の先端にキスをした。時にはくちびるで食むようにして、時にはアメを舐めるように舌先で転かす。一気に立場は逆転してしまった。梨佳は何もすることができず、ただ横たわって悶えているだけだ。与えられる刺激に素直に感じていた。

「赤くて、えろい」

　胸の先端を指先で弾き、彼は微笑む。梨佳の胸は湊斗の唾液で濡れていて、視界に入れるだけでも恥ずかしいのに、その先に湊斗の顔があるから視線を向けないわけにはいかなかった。彼のこういった表情がすごく好きだ。普段からは想像できない表情。

「こっちも、もう濡れてますね」

「ひゃっ」

「……かわいい声」

　伸ばされた手は、下腹部を撫で潤った秘部へと届く。下着の上からわかるくらい、もうその場所は溢れていた。湊斗はすぐに下着を取り払うと、濡れた場所へ指をもぐらせる。最初は割れ目をそっと。

「んんっ」

　梨佳の表情を見て、すぐに中へと指を進めた。潤った蜜口は湊斗の指を飲み込んでいく。

「いつの間にこんなになってたんですか」

「やっ」

「僕の、舐めたからですか」

　卑猥な言葉を甘い声で囁かれる。羞恥が刺激となり、湊斗の指を締め付けるのがわかった。くちゅくちゅと濡れた音が下腹部から響く。湊斗は指を増やし、２本３本と梨佳の蜜口を攻め立てる。圧迫感は刺激となり、内壁をこすられるとびくびくと腰が震え、声が上がる。湊斗のベッドのシーツをぎゅっとにぎると、ふわりと彼の匂いがした。鼻腔をくすぐる甘いケーキのような匂いに、梨佳は心地よくなりながらも興奮を覚えた。甘い匂いがすると彼を思い出してしまう。女の人の香水だと思っていた甘い匂いは、彼に染みついたいろいろなケーキの匂いだったんだ。

「ん、あっ」

　中で指を曲げられ、背中を抑け反らせた。梨佳の反応を楽しむように湊斗は指を動かし続け、全身にキスを落とした。赤いしるしがぽつぽつと白い肌に咲く。

「もう、挿れたい」

「……ん」

　こくりとうなずいた。梨佳も、指の刺激だけでは物足りなくなっていた。もっと、彼を感じたい。

　一度達したはずの湊斗の性器は、もう勃ち上がっていた。さっきあれを舐めてしまったんだ、と今さらに羞恥で震える。

　低く呻きながら湊斗は性器を梨佳の蜜口へと押し当て、腰を押し進める。ぐ、と肉を押し開いて熱が入ってくる。指とは全然違う太さのものが梨佳の蜜口を埋め尽くす。声にならない声が漏れる。

　内側を圧迫する湊斗の熱はびくびくと震えていた。口の中に入れたことを思い出してしまって、おなかの中が燃えるように熱くなった。じわりと、蜜口から新たな蜜が垂れ、薄い膜に包まれた湊斗の性器を濡らす。熱く熟れた梨佳の中は、程よく湊斗を締めつける。梨佳も圧迫感はあるが、苦しさはなかった。

「すごい、梨佳さんの中、気持ちい」

　そんなこと言わなくていいのに。

　言葉は言葉にならず、動き始めた湊斗のせいで、代わりに嬌声があがる。腰を引き、再び押し込めると濡れた音が耳に響いて、羞恥が広がった。でもそれどころではない。湊斗は徐々に速度を上げ、息を荒くしながら激しく突き動かす。

　さっき達したばかりだというのにどうしてこんなに膨れあがることができるのだろうと不思議だった。太く熱く、硬い幹が梨佳の内部を激しくえぐる。さっきまでの余裕などどこかへ行ったのか湊斗は切羽詰まったように、奥まで届くように腰を振る。梨佳の腰をがっちりと掴んでいた手はおなかを撫で、胸を包む。腰を折り胸の頂きにキスをした。そんなことをされたら、反応しないはずはなく、梨佳は甘く淫らな声を漏らしながら湊斗を見つめた。

目か合うと、中で質量が増した。

「こっち、来て」

「……あっ」

　腰を持ち上げられ、導かれるまま身を起こした。中をえぐるものがさらに奥へと進んできて、喉が抑け反った。

「や、深い……っ」

　彼の上に座るように、抱きしめ合いながらつながっていた。梨佳が上に乗っているので湊斗の熱が奥まで届く。あまりに刺激が強すぎて彼に抱きつくと、湊斗はうれしそうに微笑む。

「このほうが、近いし、奥まで届きます、ね」

　ふるふると首を振った。

　こんなの刺激が強すぎる。奥まで熱いものが届いて、目の奥が光る。じっとしているだけでもつらいというのに湊斗は梨佳のお尻を持ち上げ、上下に動かし始めた。

「や、ぁ！」

「梨佳さん、梨佳、さん」

　抱きつくと、胸が湊斗の胸でこすれる。顔がこんなにも近い。息がふれるほどに。

　くちづけると、湊斗は一瞬驚いたように目をまるめたが、すぐに興奮の色に変わり、舌を絡める。つながりながらこんなに近くでキスをしている。

　気持ちが溢れてとまらなかった。

「好き、好きだよ、湊斗、く」

「……今、それ反則、です……っ」

　湊斗の動きがいっそう激しくなる。最奥を突き上げる熱に、キスをしながら、梨佳はわなないた。

「――んんっ！」

「く、あ……は……」

　少し遅れて湊斗はビクビクと震え、熱を吐き出した。




　二人抱きしめ合ったまま、濡れた肌をくっつけたまま、動けないでいた。余韻に浸り、うっとりと目をつむる。

「……はあ」

　耳元で湊斗の息遣いがして身が震えた。中にはまだ彼の熱が埋まっていて、じくりと反応してしまう。

「あの、梨佳さん」

　甘ったるい声で名前を呼ばれて、また下腹部が熱くなる。はやく離れないと、彼にバレてしまう。本当はもしかしたらばれてしまっているかもしれない。

「もう一回いいですか」

　おずおずと言ってくるわりに、大胆な発言だ。耳朶を食みながら彼がねだる。耳の中に息を吹き込まれて芯から震えた。

「えっもう、無理」

　身体はまだ物足りないと訴えているが、梨佳の心がもたない。気持ちをつなげてから初めてだというのにそう何度もできるほど、心臓は強くない。大人だけれどそこは譲れない。

「僕、まだ全然足りません。お願いです、梨佳さん」

　ねだられても、素直にうなずけない。

　湊斗が達してすぐに梨佳の中から技かなかったのは作為的なものだったのかもしれない。だってもう熟れた中は湊斗を受け入れなじんでいる。このまま動かされたら声を上げるしかないだろう。

「ぁ、やっ」

　湊斗の手が背中の中心、背骨をするすると指先で撫でてくる。ただ背中を撫でられているだけなのにいやらしい指の動きに梨佳は腰をくねらせた。すると質量を増していた湊斗の性器が内壁にぶつかり、否応なく甘い息を漏らす。

「ほら、梨佳さんも、したいんでしょ？」

　年下の、後輩のくせに生意気なことを。

　怒りたくても、腰を揺すられてしまったらまた湊斗にしがみついて、喘ぐことしかできない。中を突き上げる彼の熱が、梨佳の頭を、全身を熱くさせる。

　このままじゃだめだ。

　せめて、一回休んでから――。

「え、え、待って」

　お願い。という言葉は、絡まるキスに飲み込まれていった。

夜は――長い。







　梨佳はデスクで大きく息を吐く。疲労感が溜まり、肩を揉むように手を動かした。

「お疲れ様です、宮下さん」

「白崎くん、お疲れさま」

　座席は相変わらず遠い。しかも、やっぱりいまだに女の子たちは彼を囲んで騒いでいる。

「差し入れ、どうぞ」

「えっありがとう」

　彼から手渡されたものは、かわいらしい色のマカロンだった。袋に入ったそれは、シールが貼ってあり、シールにはカフェブランシュの名前があった。

「甘いもの食べて疲れとってくださいね」

「……うん」

　湊斗は、席が離れていても梨佳をよく見ているのか、梨佳が疲れたと感じた時には決まってお菓子の差し入れをくれた。もう隣にお菓子をくれる人はいない。でも、少し遠くになら、いとしい人が見てくれている。

　ふと見るとお菓子の裏には、ピンク色の付箋。

『今日　新作アリ』

　まるで暗号だ。

　梨佳はくすりと笑む。

　視線を感じて顔を上げると、湊斗が梨佳を見つめていた。誰にも見つからないようにそっと視線を絡め微笑む。

　次の新作はいったいなんだろう。

　ケーキ？　タルト？　もしくは季節ものの何か？

　そのことを考えるだけで梨佳の疲れは吹っ飛び、仕事をがんばれそうな気がした。また新作デザートを食べながら、甘い時間を過ごすのだろう。

　――いとおしい、彼の部屋で。








了











※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。
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